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全
国
の
消
防
団
員
数
は
、
ピ
ー
ク
時
に
200
万
人
を
超
え
て
以
降
、

減
少
を
続
け
近
年
で
は
お
よ
そ
80
万
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う

し
た
状
況
か
ら
、
通
常
の
消
防
団
員
を
基
本
団
員
と
し
つ
つ
、
女
性

消
防
団
員
や
機
能
別
消
防
団
員
な
ど
を
導
入
す
る
自
治
体
も
増
え
た

こ
と
で
減
少
幅
も
徐
々
に
小
さ
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

本
村
で
も
、
団
員
定
数
は
何
と
か
確
保
し
続
け
て
い
る
も
の
の
、

若
年
層
の
消
防
活
動
に
対
す
る
意
識
が
希
薄
化
し
た
こ
と
や
、
地
域

内
の
つ
な
が
り
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
要
因
と
な
っ
て
、
新

入
団
員
の
確
保
が
近
年
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

団
員
募
集
強
化
月
間
《
求
む
！
消
防
団
員
》

対
　
　
　
象

村
内
に
住
民
票
登
録
の
あ
る
18
歳
以
上
の
男

性
（
年
齢
の
上
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

活
動
内
容

災
害
現
場
及
び
夜
警
活
動
（
冬
期
の
み
）
や

式
典
へ
の
出
席
、
訓
練
な
ど

処
　
　
　
遇

出
動
手
当
・
団
員
報
酬
・
退
職
手
当

募
集
期
間

平
成
24
年
11
月
１
日
（
木
）
〜

11
月
30
日
（
金
）
ま
で

そ

の

他

詳
細
は
村
条
例
、
消
防
団
規
則
に
よ
る

問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課
蕁
５
３
―
２
１
１
２

地
域
の
安
心
・
安
全
を
担
う
消
防
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成24年福島県消防操法大会の模様（第３分団１部－太田川）

今月のI・LOVEいずみざきは紙面の関係上お休みします。
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ご
存
じ
で
し
た
か
？

火
災
報
知
器
の
義
務
化

住
民
生
活
課
　
蕁
５
３
―
２
１
１
２

平
成
18
年
６
月
か
ら
、
す
べ
て
の
新
築

住
宅
に
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
の
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
自
動
火
災

報
知
設
備
や
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
あ
る
建

物
は
除
く
）
平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
は
、

既
存
住
宅
に
つ
い
て
も
義
務
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
矢
吹
消
防
署
泉
崎
中

島
分
署
（
蕁
５
３
―
２
９
７
８
）
ま
た
は

担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

火
災
に
よ
る
死
者
は
、
高
齢
者
を
中
心

に
全
国
で
毎
年
１，

０
０
０
人
を
越
え
て

お
り
、
住
宅
火
災
で
亡
く
な
る
ケ
ー
ス
の

多
く
は
「
逃
げ
遅
れ
」
が
原
因
で
す
。
火

災
警
報
器
は
、
就
寝
中
で
も
火
災
の
煙
を

早
期
に
感
知
し
て
、
あ
な
た
と
家
族
の
命

を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

火
災
は
、
人
命
や
財
産
に
甚
大
な
被
害
を

及
ぼ
し
ま
す
。
冬
期
は
、
特
に
火
気
の
使
用

が
増
え
る
と
と
も
に
、
空
気
が
乾
燥
し
火
災

が
発
生
し
や
す
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。
火
災

を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
、
次
の
ポ
イ
ン
ト

を
参
考
に
し
て
村
民
総
ぐ
る
み
で
火
災
発
生

ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
ス
タ
ー
ト

期
間
　
11
月
９
日
（
金
）
〜
11
月
15
日
（
木
）

〜
11
月
19
日
は
、
１
１
９
番
の
日
〜

たばこは、絶対やめよう。

トーブは、燃えやすいものから離れた位置で使

用しよう。

スこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を

消そう。

げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置

しよう。

えやすい家具や衣類からの火災を防ぐために、

防炎製品を使用しよう。

災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等

を備えよう。

体の不自由な人や高齢者を守るために近所との

協力体制をつくろう。

蟋いのちを守る７つのポイント蟋

寝

ス

ガ

逃

燃

火

身
Ｈ24.10.20開催の泉崎消防団秋季検閲

印刷のことなら…

〒９６９－0102　泉崎村大字関和久字上野舘203

TEL  0248－54－1500　FAX  0248－53－2030
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一
般
会
計
に
つ
い
て
　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
総

額
４，
８
６
３，
２
９
３，
５
１
５
円
、
歳
出

総
額
４，
５
５
３，
６
０
０，
６
８
５
円
、
歳

入
歳
出
差
引
額
は
３
０
９，
６
９
２，
８
３
０

円
と
な
り
、
１
５
８，
１
７
０，
０
０
０
円
が
繰

越
明
許
費
繰
越
額
で
、実
質
収
支
は
１
５
１，

５
２
２，
８
３
０
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

【
①
歳
入
の
状
況
】

歳
入
で
は
、
村
税
に
お
い
て
、
個
人
住
民

税
、
法
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
が
そ
れ
ぞ

れ
前
年
度
と
比
べ
減
収
と
な
り
、
村
税
全
体

で
は
８
１，

９
０
９，

８
２
２
円
、
6.2
％
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

税
以
外
の
歳
入
で
は
、
平
成
22
年
度
決
算

と
比
較
し
、
増
加
し
た
主
な
も
の
は
、
地
方
交

付
税
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、
寄
附
金
、

諸
収
入
と
な
っ
て
お
り
、
減
額
と
な
っ
た
主
な

も
の
は
、
利
子
割
交
付
金
、
株
式
等
譲
渡
割
交

付
金
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
、
地
方
特
例

交
付
金
、
分
担
金
及
び
負
担
金
、
財
産
収
入
、

村
債
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
繰
越
金
は
６

８，
２
２
３，
７
１
１
円（
う
ち
繰
越
明
許
費
２，

４
２
７，
０
０
０
円
）
で
あ
り
ま
し
た
。

歳
入
決
算
総
額
で
は
、
対
前
年
比
0.6
％
、
２

７，
８
４
９，
５
０
９
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
主
な
要
因
は
、
村
債
、
村
税
及
び
繰
越
金

で
大
き
く
減
額
と
な
っ
た
も
の
の
、
東
日
本
大

震
災
に
か
か
る
災
害
復
旧
の
た
め
、
地
方
交
付

税
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
等
が
増
額
と
な

っ
た
た
め
で
す
。

【
②
歳
出
の
状
況
】

歳
出
決
算
総
額
で
は
、
対
前
年
比
4.5
％
、
２

１
３，
６
１
９，
６
１
０
円
の
減
で
す
。

《
義
務
的
経
費
》

人
件
費
は
、
退
職
者
不
補
充
で
減
と
な
っ
て

お
り
、
ま
た
、
公
債
費
で
は
福
島
県
市
町
村
振

興
基
金
財
政
健
全
化
事
業
枠
償
還
額
が
大
き
く

減
額
、
義
務
的
経
費
全
体
で
は
45
・
１
％
、１，

３
５
３，
９
６
６，
０
０
０
円
の
減
額
で
す
。

《
投
資
的
経
費
》

普
通
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
光
フ
ァ
イ
バ

ー
網
を
整
備
す
る
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事

業
が
前
年
度
で
完
了
し
、
震
災
か
ら
の
復
旧
を

最
優
先
し
た
た
め
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
が
、

東
日
本
大
震
災
に
係
る
災
害
復
旧
費
に
関
し
て

は
６
３
５，
４
８
８，
０
０
０
円
と
な
っ
て
お
り
、

投
資
的
経
費
全
体
で
は
前
年
対
比
２
０
１
・
85

平成23年度　一　般　会　計

平成23年度「村民本位の政策」を基本とした教育と文化レベルの
向上を目指して～「みんなでつくろう泉崎」～
23年度は、上記の目標とスローガンを掲げ事業を実施してまいりました。重点とし

たのは、東日本大震災からの復旧事業、継続実施をしている「健康・介護予防」「子育
て支援」「緊急雇用対策」「住民との協働による地域づくり」「二地域居住・定住促進」
で、これらに関する事業を特に注力しながら村予算が執行されました。この他、予算の
縮減を図りながら、県から借り入れている市町村振興基金の２億５千万円を返済しまし
た。これにより、残る返済額は７億円です。

◆23年度決算の内訳◆
一般会計 45億5千3百万円
特別会計 17億8百万円
企業会計 2億3千8百万円

計 64億9千9百万円

決
算
の
公
表

決
算
状
況

決
算
は
、
各
自
治
体
が
皆
さ
ん
の
税

金
を
ど
う
活
用
し
た
か
が
把
握
で
き
ま

す
。
村
民
一
人
ひ
と
り
が
こ
れ
に
関
心

を
持
っ
て
、
税
金
等
の
収
入
が
ど
の
程

度
あ
っ
て
、
何
を
目
的
に
支
出
さ
れ
た

の
か
に
つ
い
て
私
と
一
緒
に
是
非
理
解

を
深
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
は
、
泉

崎
村
財
政
状
況
の
作
成
及
び
公
表
に
関

す
る
条
例
第
２
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
23
年
度
の
決
算
状
況
を
公
表
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
決
算
は
、
過
日

開
催
さ
れ
た
９
月
定
例
村
議
会
に
お
い

て
認
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

解説員：いずみ崎子さん

決
算
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％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
物
件
費
》

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性

物
質
を
除
去
す
る
た
め
実
施
し
た
線

量
低
減
化
事
業
等
に
よ
り
、
22
・
43

％
、
８
１，
６
３
４，
０
０
０
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

《
維
持
補
修
費
》

道
路
維
持
及
び
村
営
住
宅
の
修
繕

等
に
よ
り
、
７
１
８
・
79
％
、
１
６，

１
０
１，

０
０
０
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

《
補
助
費
》

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
の
た

め
、
住
宅
の
応
急
修
理
補
助
、
一
部

損
壊
住
宅
補
修
に
関
す
る
補
助
及
び

被
災
者
に
対
す
る
見
舞
金
等
に
よ
り
、

13
・
03
％
、
９
６，

３
４
９，
０
０
０

円
の
増
で
す
。

《
繰
出
金
》

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

で
減
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
分
と
し
て
、

農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
繰
出
金
及

び
国
民
健
康
保
険
診
療
所
会
計
繰
出

金
で
増
と
な
り
、
繰
出
金
全
体
で
62

・
35
％
、
１
８
７，
１
８
３，
０
０
０

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
積
立
金
》

東
日
本
大
震
災
復
興
基
金
積
立
金
、

減
債
基
金
積
立
金
等
に
よ
り
、
２
７

１
・
１
％
、
３
０
３，
７
９
０，
０
０

０
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

執
行
率
は
、
歳
出
予
算
総
額
５，
２
１

７，
７
９
６，
０
０
０
円
か
ら
繰
越
明

許
費
に
係
る
５
８
７，
５
６
６，
０
０

０
円
を
除
き
、
４，
６
３
０，
２
３
０，

０
０
０
円
に
対
し
歳
出
決
算
額
４，

５
５
３，
６
０
０，
６
８
５
円
で
98
・

34
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
③
ま
と
め
】

村
で
は
自
主
的
財
政
再
建
計
画
に

基
づ
き
、
人
件
費
の
抑
制
な
ど
歳
出

削
減
を
図
る
一
方
で
、
福
島
県
市
町

村
振
興
基
金
借
入
金
に
つ
い
て
多
額

の
繰
上
償
還
を
行
う
な
ど
、
財
政
の

健
全
化
に
向
け
た
努
力
を
続
け
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
高
齢
化
社

会
の
進
展
な
ど
に
よ
る
社
会
福
祉
費

の
増
大
、
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
、

福
島
県
市
町
村
振
興
基
金
の
完
済
に

向
け
て
の
支
出
な
ど
確
実
に
負
担
が

見
込
ま
れ
る
部
分
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
健
全
な
る

財
政
運
営
に
、
よ
り
一
層
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

会
計
っ
て
？

役
場
に
は
、
一
般
会
計
の
他

に
、
７
つ
の
特
別
事
業
会
計
と
、

３
つ
の
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
国
民
健
康
保
険
や
集

落
排
水
な
ど
、
使
用
す
る
目
的

ご
と
に
お
財
布
分
け
を
し
て
い

ま
す
。

（2）歳　出　　　　　　　　 （単位：円）（1）歳　　入　　　　　　　　　　　　 （単位：円）

款 平成23年度
決算額

平成22年度
決算額 差　引 伸率％

１議 会 費 71,429,242 65,293,880 6,135,362 9.4％

２総 務 費 769,518,084 557,818,363 211,699,721 38.0％

３民 生 費 676,653,277 656,272,270 20,381,007 3.1％

４衛 生 費 575,373,919 362,312,161 213,061,758 58.8％

５労 働 費 35,127,812 33,616,012 1,511,800 4.5％

６農林水産業費 247,677,722 298,048,656 △ 50,370,934 △16.9％

７商 工 費 108,518,403 63,667,224 44,851,179 70.4％

８土 木 費 206,524,298 240,917,033 △ 34,392,735 △14.3％

９消 防 費 239,208,125 112,571,400 126,636,725 112.5％

10教 育 費 371,679,970 391,699,090 △ 20,019,120 △5.1％

11災害復旧費 635,488,257 6,732,428 628,755,829 9,339.2％

12公 債 費 616,401,576 1,978,271,778 △ 1,361,870,202 △68.8％

歳出合計 4,553,600,685 4,767,220,295 △ 213,619,610 △4.5％

款 平成23年度決算額平成22年度決算額 差　引 伸率％
１村　　　　　　税 1,247,543,170 1,329,452,992 △ 81,909,822 △6.2％
２地 方 譲 与 税 44,390,053 45,157,031 △ 766,978 △1.7％
３利 子 割 交 付 金 1,563,000 1,982,000 △ 419,000 △21.1％
４配 当 割 交 付 金 697,000 674,000 23,000 3.4％
５株式等譲渡所得割交付金 144,000 189,000 △ 45,000 △23.8％
６地方消費税交付金 70,600,000 73,018,000 △ 2,418,000 △3.3％
７ゴルフ場利用税交付金 0 4,891,075 △ 4,891,075△100.0％
８自動車取得税交付金 7,129,000 8,527,000 △ 1,398,000 △16.4％
９地方特例交付金 11,763,000 15,484,000 △ 3,721,000 △24.0％
10地 方 交 付 税 1,583,385,000 952,367,000 631,018,000 66.3％
11交通安全対策特別交付金 1,137,000 1,293,000 △ 156,000 △12.1％
12分担金及び負担金 12,021,000 18,732,934 △ 6,711,934 △35.8％
13使用料及び手数料 42,296,057 38,207,898 4,088,159 10.7％
14国 庫 支 出 金 486,514,658 366,299,534 120,215,124 32.8％
15県　支　出　金 632,807,844 159,885,259 472,922,585 295.8％
16財　産　収　入 10,334,446 18,105,692 △ 7,771,246 △42.9％
17寄　　附　　金 26,259,775 4,550,342 21,709,433 477.1％
18繰　　入　　金 219,853,857 219,589,677 264,180 0.1％
19繰　　越　　金 68,223,711 105,037,335 △ 36,813,624 △35.0％
20諸　　収　　入 61,352,944 43,447,237 17,905,707 41.2％
21村　　　　　　債 335,278,000 1,428,553,000 △1,093,275,000 △76.5％
歳　入　合　計 4,863,293,515 4,835,444,006 27,849,509 0.6％

歳出総額　45億5,360万685円歳入総額　48億6,329万3,515円
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ひと口メモ

▼地方交付税：所得税など国が徴収した税金の中から、村
の財政状況に応じて交付されるお金。▼国庫・県支出金：
特定の目的のために、国や県から交付されるお金。▼村債
：村の借金のこと。大きな事業を行うために、国や金融機
関から借り入れるお金。▼地方消費税交付金：県が地方消
費税として徴収し、人口割合などに応じて交付されるお金。
▼地方譲与税：国が徴収した自動車重量税などから配分さ
れるお金。▼地方特例交付金：恒久的な減税に伴う減収を
補うために国から交付されるお金。▼繰入金：各種基金の
取り崩し及び他会計から繰り入れるお金。▼補助費等：各
種団体への補助金や病院、水道事業会計などへの補助金。
▼扶助費：児童福祉や障害者等を援助するためのお金。▼
公債費：村債返済のためのお金。▼物件費：委託料や使用
料、光熱水費、消耗品費、臨時職員の賃金、備品購入費、
修繕料など。▼繰出金：国民健康保険特別会計などへの繰
出金。▼投資及び出資金・貸付金：工業・住宅用地造成事
業会計などへの出資金。▼維持補修費：施設や道路などの
維持補修費。▼繰上充用：会計年度の歳入が、歳出に不足
することとなった場合、翌年度の歳入を繰り上げて、これ
に充てること。▼普通建設事業費：道路や学校などの住民
生活に必要なものを建設する経費。▼災害復旧費：従前の
効用を復旧するための措置費用

平成23年度の特別会計決算報告

◆一般会計歳入 村税の内訳

税　　目 平成23年度 平成22年度 差し引き 増減率
１村　　民　　税 300,574 355,351 △ 54,777 △15.4％
２固 定 資 産 税 855,904 890,602 △ 34,698 △3.9％
３軽 自 動 車 税 15,298 14,922 376 2.5％
４た　ば　こ　税 68,189 57,508 10,681 18.6％
５特別土地保有税 0 0 0 0％
６入　　湯　　税 7,578 11,070 △ 3,492 △31.5％

歳入合計 1,247,543 1,329,453 △ 81,910 △6.2％

◆一般会計歳出　性質別内訳
区　　　分 平成23年度 平成22年度 比　較 増減率

１人　　件　　費 724,850 741,476 △ 16,626 2.24％
２扶　　助　　費 306,968 282,438 24,530 8.69％
３公　　債　　費 616,402 1,978,272 △ 1,361,870 △68.84％
４補 助 事 業 費 25,490 196,577 △ 171,087 87.03％

６単 独 事 業 費 36,455 24,723 11,732 47.45％
７災 害 復 旧 費 635,488 6,733 628,755 9338.41％
８失業対策事業費 0 0 0 0.00％
９物　　件　　費 445,633 363,999 81,634 22.43％
10維 持 補 修 費 18,341 2,240 16,101 718.79％
11補　助　費　等 835,600 739,251 96,349 13.03％
12繰　　出　　金 487,385 300,202 187,183 62.35％
13前年度繰上充用金 0 0 0 0.00％
14そ　　の　　他 420,989 128,288 292,701 228.16％

歳出合計 4,553,601 4,767,220 △ 213,619 4.48％

その他の特別会計

国民健康保険特別会計

会　　　計　　　名 歳　入 歳　出 差し引き

介 護 保 険 特 別 会 計 456,446 424,491 31,955
農業集落排水処理事業特別会計 608,346 498,273 110,073
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 42,663 40,190 2,473
老 人 保 健 特 別 会 計 1 1 0
介 護 老 人 保 健 施 設 特 別 会 計 1,403 1,162 241
国民健康保険診療所特別会計 9,503 9,503 0
国民健康保険を除いた特別会計の合計 1,118,362 973,620 144,742

（単位：千円）

（単位：千円）

５県営事業負担金 0 3,021 △ 3,021 △100.00％

（単位：千円）

歳出合計　7億3,533万2千円歳入合計　8億1,084万4千円
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平
成
23
年
度
企
業
会
計
決
算
報
告

経
済
動
向
は
、
海
外
経
済
の
減
速
や
円

高
の
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
地
震

・
津
波
被
害
や
原
発
事
故
の
影
響
か
ら
住

宅
投
資
は
減
少
し
、
個
人
消
費
も
大
き
く

落
ち
込
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
に
お
い
て
、
村
で
は
県
内

応
急
仮
設
住
宅
団
地
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
や

駅
構
内
及
び
各
種
店
舗
等
に
お
け
る
ポ
ス

タ
ー
掲
示
等
を
は
じ
め
と
し
た
販
売
促
進

活
動
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
天
王
台
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
４

区
画
１，

４
７
６
㎡
を
売
却
し
、
収
益
的

収
支
で
は
、
当
年
度
純
利
益
２
４，

９
２

２
千
円
、
資
本
的
収
支
で
は
、
当
年
度
損

益
勘
定
留
保
資
金
と
純
利
益
で
、
４
３，

７
４
８
千
円
を
一
般
会
計
へ
貸
付
し
ま
し

た
。

資　本　的　収　支
収　　入

貸付金償還金 50,356

収入合計 59,824

支　　出
他会計貸付金 43,748
他会計出資金返還金 42,982
納付金 14,019

経
済
情
勢
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
地
震
・
津
波
被
害
や
原
発
事
故

の
影
響
か
ら
経
済
活
動
が
停
滞
し
、

休
業
や
事
業
規
模
の
縮
小
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
企
業
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
雇
用
・
所
得
環
境
に

つ
い
て
も
依
然
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、

本
村
と
し
ま
し
て
は
、
懸
命
に
販
売

促
進
を
図
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
契
約
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
そ
の
結
果
、
収
益
的
収
支
で
は

当
年
度
純
利
益
１，

７
７
７
千
円
、

資
本
的
収
支
で
は
、
当
年
度
純
利
益

の
一
部
で
１，

１
８
７
千
円
を
一
般

会
計
に
貸
付
ま
し
た
。

資　本　的　収　支
収　　入

貸付金償還金 51,179
収入合計 51,179

支　　出
他会計貸付金 1,187
他会計出資金返還金 50,010
納付金 2,920

支出合計 54,117

平成23年度の住宅用地造成事業会計

平成23年度の工業用地造成事業会計

（単位：千円）

（単位：千円）

出資金 9,468

建設改良費 9,469
支出合計 110,218

収益的支出総額
8,923万1千円

収益的収入総額
1億1,415万3千円

収益的支出総額
110万5千円

収益的収入総額
288万2千円



広報

いずみざき 8

当
村
の
平
成
23
年
度
末
給
水
人

口
は
、
５，

５
９
７
人
で
普
及
率

は
85
・
66
％
、
ま
た
給
水
戸
数
は

１，

９
９
７
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
配
水
量
は
１
１
６
万
４，

０

５
０
裙
で
前
年
と
比
較
し
て
３
２，

１
１
７
裙
減
量
と
な
り
、
一
日
最

大
で
は
４，

９
６
３
裙
、
一
日
平

均
で
は
３，

１
８
９
裙
で
あ
り
、

減
量
の
要
因
は
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
工
場
関
係
の
事
業
縮
小
が
主

た
る
要
因
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
安
定
的
な
水
道
用
水
確

保
と
な
お
一
層
の
経
費
縮
減
を
図

り
効
率
的
な
経
営
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

資本的収支
収　　入

他会計補助金 0
収入合計 0

支　　出
建設改良費 1,211
企業債償還金 73,299

支出合計 74,510

収益的支出総額
2億4,345万8千円

収益的収入総額
2億2,697万3千円

会計別のお話はここまでです。ここからは、
村の資産・地方債などを解説します。まず村
の資産についてですが、村は、不動産や有価
証券など様々な形で資産を保有しています。
これらのなかの一つに｢基金｣というものがあ
ります。これは特定の事業を行ったり、財源
が不足したいざという時のために貯金として
持っているお金のことです。

◆財政調整基金：年度間の財源の不均等を調整するためのもの。◆減債基金：地方
債(国等からの借入金)の返済に充てる財源を積み立てるもの。◆交通遺児奨学基金：

交通遺児の奨学金にあてるもの。◆福祉基金：高齢者等の在宅福祉の向上と保健福祉の増進の事業に充てるもの。◆
ふるさと水と土保全対策基金：土地改良施設の機能を適正に発揮させるための事業に充てるのも。◆土地開発基金：
公用及び公共用に供する土地を取得するために充てるもの。◆教育振興基金：学校等の振興に充てるもの。◆育英基
金：経済的理由により修学困難な学生に対する奨学資金に充てるため。◆介護給付費準備基金：介護保険事業の運営
により生じた剰余金を管理するため積み立てるもの。◆愛郷基金：ふるさと納税を積み立てて村づくりに充てるもの。
◆泉崎カントリーヴィレッジ・ターミナル施設整備基金：当該施設の施設・設備の修繕等に要する資金を積み立てる
ためのもの。◆地域雇用創出推進基金：雇用の創出を図る事業に充てるもの。

基　　金　　名 金　額
財 政 調 整 基 金 228,507,248
減 債 基 金 226,207,501
ふ る さ と 水 と 土 保 全 対 策 基 金 6,503,568
福 祉 基 金 101,607,061
教 育 振 興 基 金 14,258,252
交 通 遺 児 奨 学 基 金 1,404,835
介 護 給 付 費 準 備 基 金 35,202,643
育 英 基 金 79,812,409
愛 郷 基 金 6,001,000
泉崎カントリーヴィレッジ・ターミナル施設整備基金 206,209
介 護 保 険 臨 時 特 例 基 金 0
地 域 雇 用 創 出 推 進 基 金 20,394,466
東 日 本 大 震 災 復 興 基 金 244,072,000

計 964,177,192

資産【基金の現在高】

ひと口メモ

平成23年度の水道事業会計

（単位：円）解説員：財政健一さん

（単位：千円）

※水道事業会計は、消費税を含めない金額となっています。
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地方債現在高（平成23年度末）
会　　　計　　　名 金　　額

一 般 会 計 4,582,709
農業集落排水処理事業特別会計 1,753,862
水 道 事 業 会 計 857,802

計 7,194,373

村民負担の状況（村民１人当たりの村税額）

〈一人あたりの税額〉
※人口は、平成23年３月31日（6,851人）及び平成24年
３月31日（6,643人）現在の住民基本台帳による。

※税額は、それぞれの年度の収入済み額

税　　目 平成23年度 平成22年度 比　較 伸び率
村 民 税 45,246 51,868 △ 6,622 △ 12.77
固定資産税 128,842 129,995 △ 1,153 △0.89％
軽自動車税 2,302 2,178 124 5.69％
た ば こ 税 10,264 8,394 1,870 22.28％
特別土地保有税 0 0 － －
入 湯 税 1,140 1,615 △ 475 △29.41％

計 187,794 194,050 △ 6,256 △3.22％

さて、財政再建については、村民の皆様のご理解とご協力をいただきながら
取り組みを進めているところです。冒頭にも説明がありましたが、平成11年度
末における特別会計事業等の赤字額68億2,627万２千円の、平成23年度末の解
消状況についてお知らせします。平成23年度までに61億2,627万２千円の赤字
を解消し、赤字残額は７億円となり、赤字解消率は89.7％となっております。

平成23年度の住宅・工業事業会計等の赤字解消額

平成23年度末までの各事業別赤字解消額　　＊（A）の内訳
工業用地造成事業会計の赤字額

38億6,929万円
住宅用地造成事業会計の赤字額

25億6,627万円

地方債現在高（借入金）と村民の負担（1人あたり）の状況

平成23年度の赤字解消額　　2億5千万円

（単位：円）（単位：千円）

平
成
23
年
度
財
政
再
建
進
捗
状
況
報
告

◆住宅用地造成事業　…　住宅用地販売代金43,748千円
による債務の解消。
〈福島県市町村振興基金の償還〉

◆工業用地造成事業　…　 一般財源等206,252千円による債
務の解消。
内訳：工業用地賃借料1,187千円

一般財源205,065千円
〈福島県市町村振興基金の償還〉

○墓地公園造成事業の赤字　277,608千円　…　平成16年度において全額解消　
○サイクリグターミナル特別会計の赤字　113,104千円　…　平成12年度において全額解消

赤字解消状況＊（Ａ）
総額68億2,627万2千円

住宅用地造成事業工業用地造成事業
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平成23年度の決算がまとまり、「地方公共団体の財政の
健全化に関する法律」に基づく財政指標である「健全化判
断比率（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比
率、将来負担比率）」と「資金不足比率」が確定しました
ので公表します。この指標は、財政状況を客観的に表し、
財政の早期健全化や再生の必要性を判断するためのもの
で、基準を上回った場合は、基準未満とすることを目標と
した財政健全化計画の策定等が必要となります。

泉崎村の各比率

は下表のとおりで

いずれも基準を下

回りましたが、今

後も一層の財政健

全化に努力して参

ります。

平成23年度決算に基づく健全化判断比率等の公表

◆健全化判断比率

（注）「－」は、実質赤字額又は連結実質赤字額がないため、比率が算定されないことを表します。

一般会計等の実質赤字額（※）の標準財政
規模（※）に対する比率

実質赤字
比　　率

福祉、教育、まちづくりなどを行う一般会計等の赤
字の程度を指標化。財政運営の悪化の度合いを示すも
の。

一般会計等が負担する元利償還金及び準元
利償還金（※）の標準財政規模に対する比
率

実質公債
費 比 率

借入金の返済額とこれに準じる額の大きさを指標化
して資金繰りの程度を示すもの。この比率は３カ年平
均で、上記の13.6％は21、22、23年度の平均です。

全会計を対象とした実質赤字額又は資金の
不足額（※）の標準財政規模に対する比率

連結実質
赤字比率

各会計の赤字や黒字を合計して、自治体としての赤
字の程度を指標化。財政運営の悪化の度合いを示すも
の。

一般会計等が将来負担すべき実質的な負債
の標準財政規模に対する比率

将来負担
比　　率

一般会計等の借入金や将来支払っていく可能性のあ
る負担等現時点での残高を指標化し、将来、財政を圧
迫する可能性の度合いを示すもの。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

泉 崎 村 の 比 率 － － １３．６％ ８２．４％
＊早期健全化基準 １５．０％ ２０．０％ ２５．０％ ３５０．０％
＊財政再生基準 ２０．０％ ３０．０％ ３５．０％

公営企業会計ごとの資金の不足額の事業
の規模に対する比率。

資金不足
比　　率

公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である
事業収入の規模と比較して指標化し、経営状態の悪化
の度合いを示すものです。なお、宅地造成事業である
工業会計と住宅会計は〔資本＋負債〕が事業規模にな
ります。

（注）「－」は、資金の不足額がなく、比率が算定されない。

公営企業会計の名称 資金不足比率

水道事業会計（法適用） －

工業用地造成事業会計（法適用） －

住宅用地造成事業会計（法適用） －

農業集落排水処理事業特別会計（法非適用） －

＊経営健全化基準 ２０.０％

………………………………………………………　用　語　の　解　説　………………………………………………

◆資金不足比率

※実質赤字額：当該年度に属すべき収入と支出との実質的な差額をみるもので、形式収支から翌年度に繰り越すべき財源を控除し
た額。

※標準財政規模：標準的な状態で通常収入されるであろう経常的一般財源の規模を示すもので、標準税収入額（法定普通税の基準税
額の合計）等に普通交付税を加算した額。

※資金の不足額：公営企業ごとに資金収支の累積不足額を表すもので、法適用企業は流動負債の額から流動資産の額を控除した額を
基本とし、法非適用企業は一般会計等の実質赤字額と同様に算定した額を基本とする。（法適用企業は企業会計方式
により経理が行われ、法非適用企業は一般会計と同じく、地方自治法に基づく財務処理を行う。）

※準元利償還金：元利償還金に準ずるとされるもので、公営企業に対する一般会計からの繰出金のうち公営企業が発行した地方債の
元利償還金に充てたとされる額や一部事務組合等が発行した地方債の元利償還金に対する負担金、また債務負担行
為（数年度にわたる工事を一括して契約するなど将来の財政支出を約束する行為）に基づく支出のうち元利償還金
に準ずるものなど。

★電算化に伴う文字の正字化の例★

文
字
の
正
字
化
対
象
の
方
に

は
、
10
月
下
旬
に
お
知
ら
せ
の

文
書
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

正
字
と
少
し
違
っ
て
い
て
も

デ
ザ
イ
ン
上
の
相
違
に
過
ぎ
な

い
と
み
な
さ
れ
る
文
字
の
方
に

は
特
に
事
前
の
お
知
ら
せ
等
は

あ
り
ま
せ
ん
。

氏
名
に
用
い
る
文
字
は
、
法
務
省

の
通
達
に
よ
り
、
常
用
漢
字
、
人
名

用
漢
字
な
ど
漢
和
辞
典
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
文
字
で
表
記
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
戸
籍
を
電
算
化
（
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
デ
ー
タ
化
）
す

る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
手
書
き
で

記
載
さ
れ
て
き
た
『
草
書
や
行
書
な

ど
の
く
ず
し
文
字
』
『
書
き
癖
の
あ

る
文
字
』
『
辞
典
に
掲
載
さ
れ
て
い

な
い
文
字
』
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に

対
応
す
る
正
字
（
法
務
省
の
通
達
に

沿
っ
た
文
字
表
記
）
で
記
載
し
ま
す
。

こ
れ
を
「
文
字
の
正
字
化
」
と
い
い

ま
す
。
戸
籍
事
務
の
電
算
化
へ
の
移

行
に
は
、
氏
名
の
文
字
の
取
り
扱
い

な
ど
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
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～平成24年12月３日（月）より戸籍事務が電算化されます～

戸籍事務の電算化（文字の正字化）について
住民生活課　蕁５３－２１１２

※掲載されている文字以外にも正字化対象の文字があります。

文
字
の
正
字
化
っ
て
？

正字化に関するＱ＆Ａ
Ｑ　字体が変わると氏名が変更されたことになるのですか？

Ａ　文字の正字化は、戸籍の表記上の取り扱いであり、これによって氏名を変更するものではありません。

Ｑ　印鑑証明や住民票はどうなるのですか？

Ａ　印鑑証明や住民票の氏名の文字は戸籍と同じ表示となりますので、変更の手続きは必要ありません。

Ｑ　文字の正字化は昔の戸籍（先祖）にさかのぼって変更されるのですか？

Ａ　今回の文字の正字化は、現在の戸籍のみとなります。電算化前の戸籍や除籍は画像データとして、コンピ

ュータに取り込みます。

Ｑ　住民登録は泉崎村ですが、本籍は泉崎村以外です。今回の戸籍の電算化、文字の正字化の対象ですか？

Ａ　戸籍が電算化されるのは、本籍が泉崎村にある人です。泉崎村に住民登録があっても本籍が他の市区町村

にある人は対象になりません。文字の正字化対象の方は本籍が泉崎村にある方でかつ、お知らせの通知を

お送りした方のみとなります。



25
年
度
ま
で
に
全
地
区
除
染
を
発
注

面
的
除
染
は
、
地
域
ご
と
に
住
宅
地
、

道
路
、
生
活
圏
森
林
な
ど
を
一
体
的
に

除
染
し
、
除
染
の
効
果
を
上
げ
る
た
め

の
事
業
で
す
。
事
業
実
施
の
た
め
10
月

末
ま
で
に
全
村
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

を
終
了
し
、
平
成
25
年
度
ま
で
に
は
村

内
全
地
区
の
除
染
業
務
の
委
託
が
発
注

で
き
る
よ
う
す
す
め
て
い
ま
す
。

地
区
分
け
の
案
と
し
て
は
、
太
田
川

で
１
地
区
、
踏
瀬
で
１
地
区
、
泉
崎
で

２
地
区
、
北
平
山
・
八
雲
神
社
で
１
地

区
、
関
和
久
で
１
地
区
の
６
地
区
を
予

定
し
て
お
り
、
平
成
24
年
度
で
５
０
０

戸
、
平
成
25
年
度
で
１，

５
０
０
戸
の

早
期
除
染
の
発
注
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地
区
ご
と
に
仮
置
き
場
を
設
置

仮
置
き
場
の
設
置
に
関
す
る
仮
置
き

場
設
置
検
討
会
を
地
区
別
で
、
地
区
住

民
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。
開
催
日
程

は
下
表
の
と
お
り
で
、
仮
置
き
場
の
設

置
及
び
住
宅
除
染
の
概
要
を
説
明
し
ま

す
。
村
は
各
地
区
に
仮
置
き
場
を
設
置

す
る
予
定
で
す
が
、
設
置
場
所
は
現
在

未
定
で
、
こ
の
検
討
会
で
地
域
住
民
の

方
々
か
ら
の
提
案
等
に
よ
り
仮
置
き
場

を
選
定
す
る
予
定
で
す
。
地
区
ご
と
に

早
期
除
染
を
進
め
る
に
は
、
仮
置
き
場

の
決
定
と
各
世
帯
に
お
け
る
除
染
実
施

の
承
諾
書
の
取
り
ま
と
め
が
重
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

公
共
施
設
の
除
染
　
　
　
　
　
　

７
月
中
旬
か
ら
平
成
25
年
１
月
末
ま

で
の
期
間
で
、
公
共
施
設
の
除
染
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
除
染
の
対
象
施
設
は

保
育
所
、
幼
稚
園
、
児
童
館
、
第
一
小

学
校
、
第
二
小
学
校
、
中
学
校
、
さ
つ

き
運
動
公
園
（
サ
イ
ク
ル
ス
タ
ジ
ア
ム

を
除
く
全
施
設
）
で
す
。
こ
の
除
染
で

発
生
す
る
除
去
物
は
、
敷
地
内
保
管
場

所
と
し
て
陸
上
競
技
場
に
仮
置
き
し
て

い
ま
す
。
各
学
校
か
ら
発
生
す
る
除
去

物
も
学
校
保
管
が
困
難
な
た
め
、
一
緒

に
仮
置
き
し
て
い
ま
す
。
国
の
中
間
貯

蔵
施
設
の
受
け
入
れ
が
で
き
る
ま
で
陸

上
競
技
場
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

の
他
の
運
動
施
設
も
、
除
染
の
作
業
中

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
が
、
除
染
後
は
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

10
月
末
現
在
は
、
学
校
等
の
建
屋
の

除
染
を
終
了
し
周
辺
の
緑
地
帯
の
除
染

を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
つ
き
公
園
も
園

内
の
除
染
を
始
め
ま
し
た
。
11
月
か
ら

は
運
動
施
設
の
除
染
を
開
始
い
た
し
ま

す
。

仮
置
き
場
の
構
造

公
共
施
設
及
び
住
宅
等
の
除
染
で
設

置
す
る
仮
置
き
場
の
構
造
等
は
同
じ
で

す
。
除
染
に
伴
っ
て
生
ず
る
土
砂
等
に

つ
い
て
は
、
村
が
設
置
す
る
仮
置
き
場

に
運
搬
・
保
管
し
ま
す
。
保
管
期
間
は

中
間
貯
蔵
施
設
が
で
き
る
ま
で
の
３
年

で
す
。
仮
置
き
場
は
、
二
次
汚
染
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
、
次
の
措
置
を
講
じ
ま

す
。
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〜
除
染
作
業
に
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
〜

仮
置
き
場
の
地
区
ご
と
の
設
置

を
す
す
め
て
い
ま
す

除
染
対
策
室
　
蕁
５
３
―
２
２
３
６

①
汚
水
が
地
下
に
浸
透
し
な
い
よ

う
遮
水
シ
ー
ト
な
ど
を
敷
設
す

る
。

②
除
去
土
壌
等
は
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

コ
ン
テ
ナ
な
ど
で
梱
包
し
、
遮

水
シ
ー
ト
な
ど
の
上
に
配
置
す

る
。

③
雨
水
浸
入
防
止
の
た
め
遮
水
シ

ー
ト
な
ど
で
覆
う
。

④
除
去
土
壌
等
が
有
機
物
を
多
量

に
含
む
場
合
に
は
、
ガ
ス
の
発

生
を
防
止
で
き
る
構
造
と
す
る
。

⑤
仮
置
き
場
周
辺
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
を
実
施
し
、
空
間
線
量

率
に
つ
い
て
は
週
１
回
以
上
、

地
下
水
は
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の

濃
度
を
月
１
回
以
上
測
定
し
、

結
果
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
公

表
す
る
。

仮置場設置検討会　日程表
日　　時 対象地区 会　　場

11月６日貂 19：00～ 太田川地区 太田川公民館

11月７日貉 19：00～ 踏瀬地区 踏瀬生活改善センター

11月12日豺 19：00～ 高根・宿舘・峠地区（桎内・天王台を除く） 中央公民館

11月13日貂 19：00～ 関和久・瀬知房地区 関和久宿集会所

11月14日貉 19：00～ 原・桎内・天王台地区 中央公民館

11月19日豺 19：00～ 北平山・八雲神社地区 中央公民館結
婚
を
望
ん
で
い
る
独
身
の
男
性
・
女
性
の
た
め
の

「
出
会
い
の
場
」
を
提
供
す
る
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。

○
開
催
日
時
　
12
月
22
日
貍
14
時
〜

○
会
　
　
場
　
グ
ラ
ン
ド
エ
ク
シ
ブ
那
須
白
河

○
募
集
期
間
　
11
月
１
日
貅
〜
30
日
貊

※
電
話
・
メ
ー
ル
に
て
申
し
込
む
。

○
参
加
費
　
男
性
　
４，
０
０
０
円

女
性
　
２，
０
０
０
円

対
象
者：

対
象
地
域
（
白
河
市
・
西
郷
村
・
泉
崎
村

・
矢
吹
町
に
居
住
し
、
20
歳
か
ら
40
歳
迄
（
12
月
31

日
現
在
の
年
齢
）
の
独
身
の
男
女
。
た
だ
し
、
女
性

に
関
し
て
は
他
地
域
か
ら
も
参
加
が
可
能
。
募
集
人

員
男
女
50
名

※
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
開
催
さ

れ
る
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
「
話
し
方
講
座
」と「
身
だ
し

な
み
講
座
」
を
受
講
で
き
ま
す
。

○
話
し
方
講
座

12
月
14
日
貊

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

○
身
だ
し
な
み
講
座

12
月
16
日
豸

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

○
会
場
　
白
河
文
化
セ
ン
タ
ー
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県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
係
る
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
県
内
の
放
射
能
汚
染
を
踏
ま

え
て
、
将
来
に
わ
た
る
健
康
管
理
を
行
い
、
県
民
の
安
全

・
安
心
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
県
民
を

対
象
と
す
る
福
島
県
「
県
民
健
康
管
理
調
査
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
県
民
健
康
管
理
調
査
に
お
い
て
、
子
ど
も
達
の
健

康
管
理
を
行
う
た
め
、
現
時
点
で
の
甲
状
腺
の
状
況
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康
を
見
守
り
、
本

人
や
保
護
者
の
方
に
安
心
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
甲
状
腺

検
査
を
実
施
し
ま
す
。

○
対
象
者
　
　
　
平
成
23
年
３
月
11
日
（
東
日
本
大
震
災
）

の
時
点
で
、
県
内
に
居
住
し
て
い
た
０

歳
か
ら
18
歳
ま
で

○
期
日
・
場
所
　
11
月
15
日
（
中
学
校
）
、
16
日
（
幼
稚

園
）
、
20
日
（
一
小
、
二
小
）
、
22
日

（
保
育
所
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
）

○
検
査
方
法
　
　
甲
状
腺
の
超
音
波
検
査
。
ゼ
リ
ー
を
つ

け
た
器
械
（
２
袍
×
５
袍
程
度
）
を
首

に
当
て
て
甲
状
腺
を
検
査
す
る
も
の
で
、

５
分
程
度
で
終
了
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
　
甲
状
腺
検
査
に
関
す
る
こ
と

福
島
県
立
医
科
大
学
　
放
射
線
医
学
県

民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

蕁
０
２
４
―
５
４
９
―
５
１
３
０

（
９
時
〜
17
時
　
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

「
ｅ
―

村
民
交
流
会
」
は
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
村
民

＝
ｅ
―

村
民
」
の
方
に
泉
崎
村
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
各
種
体
験
交
流
会
等
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
泉
崎
村
民
と
の
交
流
も
目
的
と
し
て
い

ま
す
の
で
、
村
民
の
方
の
参
加
者
も
募
集
し
ま
す
。
皆

さ
ん
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日
　
平
成
24
年
12
月
22
日
貍

○
集
合
時
間
及
び
集
合
場
所

・
バ
ス
利
用
者
は
、
午
前
10
時
20
分
ま

で
に
、
カ
ン
ト
リ
ー
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
駐

車
場
へ
集
合

・
現
地
直
接
の
方
は
午
前
10
時
30
分
ま

で
に
、
村
中
央
公
民
館
へ
集
合

○
募
集
人
数
　
50
名
程
度

○
参
加
費
　
お
一
人
様
５
０
０
円
（
小
学
生
、
幼
児

無
料
）

※
昼
食
、
餅
つ
き
体
験
料
込
み

○
交
流
場
所
　
村
中
央
公
民
館

○
準
備
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

○
申
込
期
限
　
平
成
24
年
12
月
７
日
貊
ま
で

○
申
込
方
法
　
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
大
人
又
は

子
ど
も
、
バ
ス
利
用
の
有
無
を
電
話
又

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
５
３
―
２
９

５
８
）
で
申
し
込
む
。

県
民
健
康
管
理
調
査

に
係
る
甲
状
腺
検
査

保
健
福
祉
課
　
蕁
５
４
―
１
３
３
３

ｅ
―
村
民
交
流
会

「
餅
つ
き
体
験
」
参
加
者
募
集

土
地
販
売
促
進
課
　
蕁
５
３
―
２
２
３
８

出
逢
い
＆
ふ
れ
あ
い
の
会

参
加
者
募
集

産
業
振
興
課
　
蕁
５
３
―
２
４
３
０

E
-m
ail:sangyou@

vill.izum
izaki.fukushim

a.jp
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11
月
24
日
貍
、
泉
崎
村
中
央

公
民
館
（
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
）
に
お
い
て
、
泉
崎
村
囲

碁
ク
ラ
ブ
（
会
長
　
星
彰
一
）

主
催
の
泉
崎
村
囲
碁
大
会
が
、

左
記
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

Ａ
ク
ラ
ス
、
Ｂ
ク
ラ
ス
に
分
か

れ
て
、
級
ク
ラ
ス
の
方
か
ら
有

段
者
ま
で
幅
広
く
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
11
月
24
日
貍

午
前
９
時
〜

○
場
所
　
泉
崎
村
中
央
公
民
館

○
会
費
　
１，

５
０
０
円

（
昼
食
付
）

〜
第
38
回
村
民
文
化
祭
〜

囲
碁
大
会
開
催

の
ご
案
内

公
民
館
　
蕁
５
３
―
２
２
５
８

11
月
11
日
豸
９
時
か
ら
、
村

中
央
公
民
館
に
お
い
て
泉
崎
村

芸
能
団
体
連
絡
協
議
会
の
主
催

に
よ
る
「
平
成
24
年
度
泉
崎
村

芸
能
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
は
村
内
に
あ
る
13
の
芸

能
団
体
関
係
の
方
々
が
参
加
し
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し

ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

泉
崎
村
芸
能
発
表
会

の
ご
案
内

公
民
館
　
蕁
５
３
―
２
２
５
８

４
月
１
日
か
ら
食
品
中
の
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
基
準
値
が
改
正

さ
れ
て
お
り
、
樹
実
類
に
つ
い

て
も
、
100
Bq
／
裴
を
超
え
る
も

の
は
、
出
荷
や
流
通
の
自
粛
を

お
願
い
し
ま
す
。
自
家
消
費
用

の
樹
実
類
に
つ
い
て
は
、
現
在

も
村
で
放
射
性
物
質
の
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。
野
生
き
の
こ
に

つ
い
て
は
、
自
家
消
費
に
つ
い

て
も
控
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
食

中
毒
防
止
の
た
め
、
疑
わ
し
い
、

知
ら
な
い
き
の
こ
は
絶
対
に
採

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

野
生
き
の
こ
、
樹
実

類
を
採
取
の
注
意
点

産
業
振
興
課
　
蕁
５
３
―
２
４
３
０

一
部
損
壊
住
宅
の
実
績
報
告

書
の
提
出
期
限
が
平
成
24
年
12

月
20
日
貅
ま
で
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
助
成
金
の
申
請
を

さ
れ
た
方
で
ま
だ
実
績
報
告
書

を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

工
事
終
了
後
速
や
か
に
関
係
書

類
を
提
出
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
・
一

部
損
壊
住
宅
の
実
績

報
告
書
の
提
出
期
限

建
設
水
道
課
　
蕁
５
３
―
２
１
１
４

○
日
　
　
時

平
成
24
年
11
月
18
日
（
日
）

ス
タ
ー
ト

白
河
総
合
運
動
公
園

午
前
７
時
40
分

ゴ
ー
ル

福
島
県
庁

午
後
０
時
50
分
頃

○
第
２
中
継
所
（
さ
つ
き
公
園
）
通
過
時
刻

８
時
17
分
頃

○
チ
ー
ム
選
手
団
紹
介

監
督

関
谷
正
文
（
自
営
業
）
コ
ー
チ

瀬

戸
隆
行
（
教
育
委
員
会
）
松
本
幹
子
（
泉
崎
中

教
諭
）
中
野
目
雄
基
（
矢
吹
消
防
署
）
本
柳
友

浩
（
南
相
馬
警
察
署
）
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

大
塚

志
穂
（
西
郷
村
保
育
園
）
菊
地
奏
江
（
村
役
場
）

〜
ガ
ン
バ
レ
！
い
ず
み
ざ
き
〜

第
24
回
福
島
縦
断
駅
伝
（
96
・
５
km
）
応
援
お
願
い
し
ま
す
！

生
涯
学
習
課
　
蕁
５
３
―
３
７
７
５

今
年
も
郷
土
い
ず
み
ざ
き
の
た
め
に
選
手
達

が
一
本
の
タ
ス
キ
に
思
い
を
託
し
、
県
内
を
力

走
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

Ｈ24.10.17の結団式で激励を受ける選手達

区 氏　名 所　属 区 氏　名 所　属 区 氏　名 所　属

1 兼子　奈緒 学法石川高３年 12 兼子　卓也 秋山錠剤㈱東京本社サポート 植田　伸一 ㈱ 黒 龍 堂

2 佐川信太郎 学法石川高３年 13 塩澤　裕也 秋山錠剤㈱福島工場サポート 井上　健太 秋山錠剤㈱東京本社

3 澤田　悠希 泉 崎 中 ３ 年 14 兼子　太鶴 学法石川高３年サポート 田崎　貴成 秋山錠剤㈱東京本社

4 前田　雅人 東京学芸大学３年 15 溝井　　楓 泉 崎 中 １ 年サポート 箭内進太郎 中央学院大学３年

5 佐川　拓也 学法石川高３年 16 渡辺　貴之 横浜国立大４年サポート 島村　航平 日大東北高２年

6 佐川　佑磨 創価大学２年 控 え 海上　彩乃 泉 崎 中 ２ 年サポート 岡部　礼悠 学法石川高２年

7 真船　遼平 泉 崎 中 ３ 年 控 え 吉川　美里 光南高校２年サポート 岡部　翔空 泉 崎 中 １ 年

8 室　　大希 泉 崎 中 ３ 年 控 え 佐々木健太 泉 崎 中 ３ 年

9 高橋　千尋 泉 崎 中 ２ 年 控 え 石川　大和 田村高校１年

10 兼子　侑大 山梨学院大学２年 控 え 星　　明博 國學院大１年

11 渡辺　智子 新 潟 県 警 察 控 え 近藤　和輝 中央大学１年

※大会当日は選手を変更する場合があります。
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○
対
　
　
象
　
平
成
25
年
度
に
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年

生
に
な
る
児
童
・
幼
稚
園
に
通
園
し
児
童

館
に
登
録
す
る
児
童
と
兄
弟
の
園
児

○
会
　
　
費
　
月
額
３，

０
０
０
円
（
負
担
金
）

２，

０
０
０
円
（
お
や
つ
代
・
教
材

費
・
環
境
費
）

○
募
集
期
間

12
月
３
日
豺
〜
12
月
20
日
貅

○
申
し
込
み
　
保
健
福
祉
課
、
ま
た
は
児
童
館
に
あ
る
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
住
民
票
謄

本
（
世
帯
全
員
）
・
雇
用
証
明
書
（
同
居

者
で
就
業
し
て
い
る
方
全
員
）
を
添
付
の

う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他
　
現
在
登
録
し
て
い
る
児
童
も
新
た
に
申
請

手
続
き
が
必
要
で
す
。
第
一
小
学
校
の
児

童
は
第
一
児
童
ク
ラ
ブ
・
第
二
小
学
校
の

児
童
は
第
二
児
童
ク
ラ
ブ
・
幼
稚
園
児
は

園
児
ク
ラ
ブ
へ
の
登
録
と
な
り
ま
す
。

来
年
度
入
園
対
象
と
な
る
お
子
さ
ま
の
募
集
を
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
次
を
ご
覧
に
な
っ
て
手
続
き

さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

○
対
象
園
児
　
・
５
歳
児
平
成
19
年
４
月
２
日
〜

平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ

・
４
歳
児
平
成
20
年
４
月
２
日
〜

平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ

・
３
歳
児
平
成
21
年
４
月
２
日
〜

平
成
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ

○
募
集
期
間
　
平
成
24
年
11
月
５
日
豺
〜
11
月
16
日
貊

ま
で

○
申
し
込
み
　
入
園
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
幼

稚
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他
　
泉
崎
幼
稚
園
で
は
「
預
か
り
保
育
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、

幼
稚
園
か
ら
「
預
か
り
保
育
登
録
申
込

書
」
を
受
け
取
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
兄
姉
が
児
童
館
で
登
録
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
児
童
館
に
申
し
込
む
よ

う
に
な
り
ま
す
。

保
育
所
で
は
、
随
時
見
学
や
体
験
入
所
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
保
育
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
対
　
　
象
　
保
育
に
欠
け
る
０
歳
児
〜
就
学
前
の
乳

幼
児

○
募
集
人
員
　
50
名
　
※
０
歳
児
（
生
後
６
ヶ
月
か
ら
）

に
つ
い
て
は
定
員
10
名

○
保
育
時
間
　
平

日：

７
時
30
分
〜
18
時
30
分

土
曜
日：

７
時
30
分
〜
17
時

○
提
出
書
類
　
①
入
所
申
込
書

②
在
職
証
明
書
（
就
業
、
内
職
、
自
営

業
等
）

③
平
成
24
年
分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収

票
写
し
（
平
成
24
年
１
月
１
日
〜
平
成

24
年
12
月
31
日
ま
で
の
収
入
額
が
わ
か

る
も
の
）

●
提
出
期
間
　
平
成
24
年
12
月
３
日
豺
〜

平
成
24
年
12
月
20
日
貅
ま
で

●
提
出
場
所
　
住
民
生
活
課
（
窓
口
）

●
注
意
事
項
　
現
在
の
入
所
児
に
つ
い
て
も
、
新
た
に

申
込
手
続
き
が
必
要
で
す
。

平
成
25
年
度
　

泉
崎
村
児
童
ク
ラ
ブ
登
録
児
童
募
集

児
童
館
　
蕁
５
３
―
３
６
３
５

平
成
25
年
度
泉
崎
村
立
泉
崎
幼
稚

園
園
児
募
集（
３
・
４
・
５
歳
児
）

幼
稚
園
　
蕁
５
３
―
２
８
１
０

平
成
25
年
度

泉
崎
村
保
育
所
入
所
児
募
集

保
育
所
　
蕁
５
３
―
３
６
１
９
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〜
枝
葉
の
搬
入
を
再
開
〜

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

の
搬
入
自
粛
を
解
除

住
民
生
活
課
　
蕁
５
３
―
２
１
１
２

西
白
河
地
方
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

原
発
事
故
に
伴
い
、
枝
葉
等
に
放
射
性
物
質

が
付
着
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
へ
の
搬
入
自
粛
を
お
願
い
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。
最
近
で
は
、
本
年
７
月
下
旬
以

降
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
低
い
値
で
推
移
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
剪
定
枝
葉
・
落
ち
葉
・
草
の

受
け
入
れ
を
再
開
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
一
度
に
多
く
の
枝
葉
・
草
等
が
持

ち
込
ま
れ
る
と
、
燃
え
殻
・
ば
い
塵
の
セ
シ

ウ
ム
濃
度
が
再
び
高
く
な
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
次
の
と
お
り
搬
入
量
を
制
限
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

○
再
開
日
　
平
成
24
年
11
月
１
日
貅

○
搬
入
量
の
上
限
　
１
日
あ
た
り
軽
ト
ラ
ッ
　
　

ク
１
台
ま
で

戸
籍
電
算
化
に
伴
う

休
日
窓
口
業
務
の

お
知
ら
せ

住
民
生
活
課
　
蕁
５
３
―
２
１
１
２

平
成
24
年
12
月
３
日
豺
よ
り
稼
動
す
る
戸

籍
シ
ス
テ
ム
の
確
認
作
業
を
行
う
た
め
、
12

月
１
日
貍
・
２
日
豸
は
、
「
戸
籍
証
明
書
」

の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
の
休
日
窓
口
開
庁
業
務
（

住
民
票
、
印
鑑
証
明
書
、
各
種
税
金
及
び
使

用
料
の
納
付
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
通
常
ど

お
り
で
す
。

第
１
回
個
人
線
量
計

測
定
結
果
の
お
知
ら
せ

保
健
福
祉
課
　
蕁
５
４
―
１
３
３
３

平
成
24
年
度
第
１
回
個
人
線
量
計
に
よ
る
、

測
定
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
回
の
結
果
に
つ
い
て
福
島
県
「
放
射
線

と
健
康
」
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
よ
り
、

『
今
回
の
測
定
は
、
現
状
に
お
け
る
２
か
月

間
の
積
算
線
量
を
把
握
す
る
も
の
で
し
た
が
、

健
康
影
響
が
心
配
さ
れ
る
レ
ベ
ル
の
線
量
の

方
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
』
と
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
引
き
続
き
第
２

回
目
の
測
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
24

年
12
月
10
日
豺
が
線
量
計
の
回
収
日
と
な
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
測
定
期
間
）
平
成
24
年
７
月
10
日
〜
９
月

10
日
（
２
ヶ
月
間
）

区　分 Ｈ24年度
１回目平均

Ｈ23年度
１回目平均 差　引 Ｈ24年度

年間換算
Ｈ23年度
年間換算 差　引

乳　幼　児 0.080 0.111 -0.031 0.480 0.666 -0.186

保　育　所 0.064 0.103 -0.039 0.384 0.618 -0.234

幼　稚　園 0.069 0.094 -0.025 0.414 0.564 -0.150

一　　　小 0.069 0.093 -0.024 0.414 0.558 -0.144

二　　　小 0.052 0.075 -0.023 0.312 0.450 -0.138

中　学　校 0.058 0.076 -0.018 0.348 0.456 -0.108

平　均 0.065 0.089 -0.024 0.390 0.534 -0.144

注

意

除
染
の
た
め
に
発
生
し
た
草
、

枝
葉
等
の
持
ち
込
み
は
、
引
き

続
き
禁
止
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
処
理
方
法
や
保
管
方
法
に

困
っ
た
場
合
は
、
役
場
除
染
対

策
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
蕁
５
３
―
２
２
３
６
）

㍿ 福南建設
〠969-0101　泉崎村大字泉崎字大山41-７

　☎　（0248）５３－２５０６
FAX（0248）５３－３４３８

工事なんでも御相談下さい（見積もり無料）
駐車場工事・アスファルト舗装工事
コンクリート工事・土留工事・建物解体工事
フェンス工事・田・畑・盛土工事・下水工事
などその他

☆ 気 軽 に 御 相 談 下 さ い。
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おもいっきり秋！とびっきり笑顔

秋の穏やかな日差
しが差しこむ園庭で
｢めざせ！未来の金

メダル｣をテーマに泉崎幼稚園
の秋季運動会が、盛大に開催さ
れました。この日を楽しみにし
ていた園児達は、元気いっぱい
に玉入れや親子競技、ダンスな
どを披露し、会場の来園者に最
高の笑顔をおくっていました。

10

6
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踏瀬字長峯の（草野様所有）田んぼで稲刈体験
愛郷の輝き交流事業は、村内で開催され、約30名が参加し

て田んぼの稲の手刈りを体験しました。秋晴れの中、参加し
た皆さんは、黄色に輝く酒米「夢の香」を鎌で面積約５アールを刈り
取っていました。この体験には、毎年参加している人も多く慣れた様
子で作業していました。今回刈り取られたお米は、矢吹町の大木代吉
酒造で醸造され、日本酒「愛郷の輝き」が２年振りにできあがる予定
です。12月中旬頃まで楽しみにお待ちください。

10

14

少年野球クラブが優勝
泉崎少年野球クラブは白沢グ

リーンパークなどで２日間にわ
たり開催された本宮みずいろ杯少年野球交
流大会に初出場し、見事優勝に輝きました。
県内各地から招待された強豪相手に臆する
ことなく堂々と戦い、予選から準決勝まで
大差で勝ちすすみ迎えた決勝戦では、接戦
の末、優勝をつかみとりました。試合では
どんな場面でもあきらめずに戦う懸命な選
手達の姿が見られ、これまで練習を着実に
重ねてきた成果が存分に発揮されました。
軟式少年野球に興味のある皆さん、ぜひ一
緒に参加してみませんか。

（連絡先　蕁54－1500田崎まで）

10

13

皆さんも次回新酒発表会に参加しませ
んか。

稲刈り体験で清々しい汗を流す参加者
の皆さん。

会話を弾ませ、地元の食材をみんなで
堪能しました。

１

１

2

2

3

3

皆さまの食卓へ本物と笑顔をお届け。
自家農場産「夢味ポーク」は、

健康・美味・新鮮のこだわりのブランドポーク。
まごころこめた豚肉と自家製ハム・
ソーセージをぜひご賞味ください。
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銀色有功章を授賞（日赤活動15年以上）
平成24年「赤十字ボランティアのつどい」

がビッグパレットふくしまで開催され、泉
崎村赤十字奉仕団員８名が出席しました。その席上に
おいて村奉仕団員16名は、長年の活動が讃えられ銀色
有功表彰を受賞されました。奉仕団の日頃の活動は、
災害時などの万が一に備え、救急法や炊き出し訓練を
実施したり、泉寿会で調理や会食を年７回行っており
ます。
最近では、東日本大震災時に避難所で実際に炊き出

しを行ったり幅広いボランティア活動に関わるなど、
赤十字奉仕団の重要性が再認識されています。

10

13

泉崎村ＰＲビデオが完成
本村をＰＲするため、学校教育課で制作をすすめてきた泉崎村のＰＲビデオがこのほど完成しまし

た。これは民報テレビ局が毎年実施しているＣＭ大賞への出展を兼ねるもので、学校教育課職員や図
書館職員、ボランティアカメラマンらが２か月にわたり制作をすすめてきました。完成した内容は、３パターン
があり、幼稚園児や生徒達が主役で出演するもので、撮影場所は村内の神社や泉川、学校などで行われました。
完成したビデオは、ＣＭ大賞に送付され今後民報テレビ局で年15回、無料で放映されます。また、この審査会が
12月２日豸に開催され、大賞に選ばれた場合は年120回放送されます。なお映像は、今後村のＨＰにもアップする
予定です。

10

19

泉崎村老人クラブ連合会に「若手委員
会」が発会
泉崎村老人クラブ連合会に若手委員会が

発足し、保健福祉総合センターで発会式が行われ、村
老人クラブ連合会の小山田会長から、荻原成嘉委員他
９名に委嘱状が交付されました。この委員会は、昨今
高齢化が加速する中にありながらも、クラブ会員数が
全県的に減少傾向にあるため、県老人クラブ連合会が
全市町村への設置を推進するものです。今後、この組
織は、会合を開くなどして、老人クラブにどんな魅力
が求められているのか、これからの老人会の在り方な
ど課題を抽出し、村全体の今後のクラブ活動に役立て
ていくこととしています。

10

2

大地と生命をはぐくむ農業を大切にし、常に前進し続けます。

わたし

Ｊ　Ａ　し　ら　か　わ
）8420（ LET 22-5151　 ）8420（ XAF 22-5159

〒９６１－８５８５　白 河 市 弥 次 郎 窪２９－１

あなたとＪＡ　いい関係
あなたの満足が、ＪＡの満足です。
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９
月
23
日
豸
、
県
営
あ
づ
ま

総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
第

30
回
福
島
県
マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ

ス
テ
バ
ル
に
出
場
し
た
泉
一
小

マ
ー
チ
ン
グ
部
は
、
練
習
の
成

果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
見
事

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

本
大
会
に
お
い
て
、
マ
ー
チ

ン
グ
部
は
、
演
奏
の
力
強
さ
や
、

き
び
ん
で
ま
と
ま
っ
た
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
が
高
く
評
価
さ
れ
、

観
客
席
を
大
い
に
沸
か
せ
て
い

ま
し
た
。

10
月
17
日
貉
、
第
33
回
全
国

地
域
安
全
運
動
福
島
県
民
大
会

が
会
津
風
雅
堂
で
開
催
さ
れ
、

白
河
地
区
防
犯
指
導
隊
泉
崎
分

隊
と
し
て
長
年
従
事
さ
れ
た
分

隊
長
の
小
針
勝
利
さ
ん
と
、
隊

員
の
菊
地
幸
次
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

10
月
13
日
貍
、
児
童
館
保
護

者
会
主
催
に
よ
る
「
親
子
芋
煮

会
」
が
児
童
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
は
震
災
の
た
め
残

念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
今
年
は
二
年
ぶ
り
の
開
催

と
い
う
こ
と
も
あ
り
約
70
名
も

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

開
会
式
を
行
っ
た
後
、
子
ど

も
達
全
員
参
加
に
よ
る
○
・
×

ク
イ
ズ
を
行
い
ま
し
た
が
、
当

初
準
備
し
て
い
た
問
題
が
子
ど

も
達
の
鋭
い
勘
に
よ
り
全
問
正

解
と
な
り
、
急
き
ょ
問
題
を
追

加
す
る
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た

ハ
プ
ニ
ン
グ
の
場
面
も
見
ら
れ

ま
し
た
が
子
ど
も
達
は
満
足
げ

な
様
子
で
し
た
。

メ
イ
ン
と
な
る
芋
煮
は
、
保

護
者
・
役
員
の
方
に
よ
っ
て
作

ら
れ
、
愛
情
い
っ
ぱ
い
の
旬
の

味
を
み
ん
な
で
美
味
し
そ
う
に

ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

白
河
警
察
署
と
泉
崎
村
交
通

安
全
協
会
、
泉
崎
村
の
合
同
に

よ
る
交
通
安
全
テ
ン
ト
村
は
、

９
月
24
日
豺
午
前
７
時
か
ら
役

場
前
県
道
に
お
い
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
村
長
は
じ

め
交
通
安
全
協
会
の
メ
ン
バ
ー

が
、
朝
の
通
勤
す
る
車
を
止
め

て
、
チ
ラ
シ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ

ー
パ
ー
な
ど
を
手
渡
し
な
が
ら
、

ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
ひ
と
り
に
安

全
運
転
を
声
か
け
し
て
い
ま
し

た
。今

回
の
テ
ン
ト
村
で
は
、
重

点
啓
発
事
項
と
し
て
、
夕
暮
れ

時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
や

高
齢
者
、
交
差
点
事
故
防
止
な

ど
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

10
月
７
日
豸
午
前
６
時
か
ら

「
村
内
統
一
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

作
戦
」
が
行
わ
れ
、
道
路
沿
線

の
草
刈
り
や
投
げ
捨
て
ら
れ
た

ゴ
ミ
の
回
収
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
あ
い
に
く

の
雨
模
様
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

ほ
と
ん
ど
の
方
が
カ
ッ
パ
を
着

用
し
て
い
つ
も
ど
お
り
作
業
に

あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
参
加
し

一
小
マ
ー
チ
ン
グ
部
が
東

北
大
会
へ

「
親
子
芋
煮
会
」
開
催

雨
の
中
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦

交
通
安
全
を
呼
び
掛
け

福
島
県
防
犯
功
労
者
に
小

針
氏
、
県
優
良
防
犯
連
絡

責
任
者
に
菊
地
氏

“環境にやさしいものづくり”
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創造と挑戦
の企業集団

「お客様第一」に徹し
更に高い技術と
品質向上を
目指します。

10
月
13
日
貍
中
央
公
民
館
主

催
事
業
の
第
５
回
こ
ど
も
体
験

く
ら
ぶ
、
第
３
回
親
子
教
室
が

合
同
で
行
わ
れ
、
い
わ
き
市
の

ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

体
験
は
、
子
ど
も
達
が
仲
間
同

士
で
思
い
や
っ
た
り
、
集
団
行

動
で
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
の

大
切
さ
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
目

的
で
す
。
子
ど
も
達
は
、
様
々

な
プ
ー
ル
で
お
も
い
っ
き
り
泳

い
だ
後
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー

を
鑑
賞
し
、
ま
た
お
昼
に
は
バ

イ
キ
ン
グ
で
お
な
か
い
っ
ぱ
い

に
な
る
ほ
ど
食
事
を
楽
し
み
ま

し
た
。

最
後
ま
で
仲
間
同
士
や
施
設

内
で
の
ト
ラ
ブ
ル
も
無
く
、
参

加
し
た
子
ど
も
達
は
集
団
行
動

の
重
要
性
を
感
じ
と
っ
て
い
ま

し
た
。

９
月
25
日
貂
、
泉
崎
第
一
小

学
校
交
通
安
全
鼓
笛
隊
は
、
鼓

笛
を
演
奏
し
な
が
ら
、
交
通
安

全
を
呼
び
掛
け
て
歩
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
５
、
６
年
生
は
、
沿

道
に
で
た
保
護
者
や
、
近
所
の

声
援
を
受
け
な
が
ら
、
泉
崎
駅

を
経
由
し
て
役
場
か
ら
学
校
ま

で
を
堂
々
と
演
奏
し
、
泉
崎
村

の
無
事
故
を
素
晴
ら
し
い
演
奏

に
託
し
、
力
強
く
行
進
し
て
い

ま
し
た
。

今
年
度
に
、
百
歳
に
な
ら
れ

る
、
熊
田
ミ
サ
オ
さ
ん
、
根
本

絢
さ
ん
の
お
二
人
に
、
老
人
の

日
を
記
念
し
て
、
内
閣
総
理
大

臣
か
ら
慶
賀
状
及
び
銀
杯
が
久

保
木
村
長
よ
り
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
熊
田
さ
ん
は
、
今
年
、
５

月
23
日
に
百
歳
を
迎
え
ら
れ
、

ま
た
根
本
さ
ん
は
、
元
日
が
誕

生
日
で
、
こ
の
ほ
ど
め
で
た
く

百
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。
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た
皆
さ
ん
は
雨
脚
を
心
配
し
な

が
ら
も
、
慣
れ
た
様
子
で
最
後

ま
で
作
業
を
す
す
め
て
い
ま
し

た
。食

育
推
進
の
一
環
と
し
て
実

施
し
て
い
る
学
校
バ
イ
キ
ン
グ

給
食
は
、
一
小
で
９
月
26
日
貉
、

同
じ
く
二
小
で
、
10
月
９
日
貂

に
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
赤

（
体
を
つ
く
る
食
べ
物
）
黄
（

力
や
体
温
の
整
え
る
食
べ
物
）

緑
（
病
気
を
防
ぐ
食
べ
物
）
な

ど
並
べ
ら
れ
た
各
コ
ー
ナ
ー
か

ら
、
子
ど
も
達
は
、
嬉
し
そ
う

に
好
き
な
物
を
選
ん
で
い
ま
し

た
。
特
に
育
ち
盛
り
の
６
年
生

だ
け
に
、
多
く
の
子
ど
も
達
が

度
々
お
か
わ
り
を
す
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
に
増
し

て
楽
し
そ
う
な
給
食
の
時
間
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

10
月
13
日
貍
本
村
か
ら
学
法

石
川
高
校
に
通
う
現
役
高
校
生

約
20
名
は
、
泉
崎
横
穴
付
近
の

ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
学
校
ぐ
る
み
で
自
分
達
が

住
む
地
域
で
役
立
つ
こ
と
に
取

り
組
も
う
と
い
う
試
み
で
、
泉

崎
に
住
む
学
生
ら
は
、
村
内
で

も
特
に
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
目

立
つ
白
石
山
付
近
を
き
れ
い
に

し
よ
う
と
、
早
朝
か
ら
作
業
に

取
り
か
か
り
ま
し
た
。
作
業
を

終
え
る
頃
に
は
、
沢
山
の
ゴ
ミ

袋
が
回
収
さ
れ
、
こ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
と
お
し
て
生
徒
自
身

も
モ
ラ
ル
の
大
切
さ
を
改
め
て

実
感
し
て
い
ま
し
た
。

六
年
生
が
バ
イ
キ
ン
グ

給
食

高
校
生
ら
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
清
掃

常
夏
ハ
ワ
イ
ア
ン
気
分
を
満
喫

泉
一
小
交
通
安
全
鼓
笛

パ
レ
ー
ド

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
百
歳

慶
賀
状
と
記
念
品
を
伝
達

根本絢さん 熊田ミサオさん



せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

子
ど
も
達
は
、
図
書
カ
ー
ド
を

作
り
、
１
人
１
冊
読
み
た
い
本

を
借
り
て
、
図
書
館
を
身
近
に

感
じ
て
い
た
様
子
で
し
た
。

さ
つ
き
公
園
内
の
検
査
場
で

ス
タ
ー
ト
し
た
24
年
産
米
及
び

保
有
米
の
放
射
性
物
質
検
査
は
、

収
穫
を
終
え
た
10
月
中
旬
に
業

務
の
最
盛
期
を
迎
え
、
従
業
員

ら
は
慌
た
だ
し
く
検
査
作
業
に

追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
10
月
末

時
点
で
す
で
に
約
11
万
袋
の
検

査
を
終
え
、
目
標
数
の
約
65
％

の
検
査
が
完
了
し
て
い
ま
し
た
。

検
査
終
期
は
、
年
内
を
想
定

し
て
お
り
、
今
後
の
予
約
状
況

を
勘
案
し
な
が
ら
、
終
了
と
な

り
ま
す
。
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泉
二
小
で
は
、
文
化
庁
の
「

芸
術
体
験
事
業
」
を
活
用
し
て
、

セ
ネ
ガ
ル
の
ト
ッ
プ
バ
レ
エ
ダ

ン
サ
ー
と
ア
フ
リ
カ
出
身
の
音

楽
家
二
人
を
招
き
、
芸
術
鑑
賞

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
は
じ

め
に
ア
フ
リ
カ
と
福
島
の
つ
な

が
り
に
つ
い
て
話
が
あ
っ
た
あ

と
、
コ
ン
ガ
や
ジ
ェ
ン
ベ
と
い

う
楽
器
を
使
っ
て
ア
フ
リ
カ
の

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
楽
を
堪
能
し

ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
達
は
、

軽
快
な
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
お
も

し
ろ
そ
う
に
ア
フ
リ
カ
ン
ダ
ン

ス
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
の
あ
る

軽
快
な
音
楽
も
、
生
で
演
奏
を

聴
い
た
り
す
る
の
は
初
め
て
の

よ
う
で
貴
重
な
機
会
を
存
分
に

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

年
に
一
度
だ
け
開
催
さ
れ
る

泉
崎
横
穴
の
一
般
公
開
は
、
10

月
13
日
貍
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
を
待
ち
わ
び
て
い
た
県

外
の
考
古
学
フ
ァ
ン
な
ど
が
多

数
訪
れ
、
古
代
ロ
マ
ン
に
思
い

を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。
次
回
の

公
開
は
来
年
度
に
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

10
月
16
日
貂
泉
崎
村
中
央
公

民
館
に
お
い
て
、
花
い
っ
ぱ
い

運
動
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
全
29
団

体
が
参
加
し
、
特
選
と
し
て
６

団
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

路
上
に
植
え
ら
れ
た
花
々
の
お

陰
で
道
路
を
通
る
ド
ラ
イ
バ
ー

や
歩
行
者
は
き
っ
と
心
癒
さ
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

特
選
（
八
雲
会
・
泉
崎
第
一
小

学
校
・
踏
瀬
老
人
ク
ラ
ブ
・
八

雲
花
壇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
・

泉
崎
第
二
小
学
校
・
泉
崎
村
商

工
会
）

10
月
３
日
貉
、
峠
寿
ク
ラ
ブ

小
林
会
長
他
19
名
は
、
横
穴
周

辺
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
全

県
一
斉
社
会
奉
仕
の
日
（
９
月

20
日
）
の
事
業
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、
横
穴
古
墳
の
一
般

公
開
に
向
け
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
台
風
17
号
の

通
過
の
後
で
沢
山
の
桜
の
落
ち

葉
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
回
収

を
中
心
に
、
周
囲
の
除
草
作
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
ク
ラ
ブ

は
年
２
回
横
穴
付
近
の
環
境
美

化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

10
月
３
日
貉
、
泉
崎
第
一
小

学
校
の
２
年
生
が
、
社
会
見
学

授
業
の
一
環
と
し
て
図
書
館
を

訪
れ
ま
し
た
。
図
書
館
の
司
書

か
ら
図
書
館
の
説
明
を
受
け
る

と
、
子
ど
も
達
か
ら
司
書
に
対

し
て
、
た
く
さ
ん
の
質
問
が
寄

泉
一
小
の
２
年
生
が
図
書

館
訪
問

米
の
放
射
性
物
質
全
量
全

袋
検
査
の
実
施

ア
フ
リ
カ
リ
ズ
ム
を
体
感

泉
崎
横
穴
一
般
公
開

横
穴
周
辺
清
掃
活
動

沿
道
に
彩
り
を
添
え
て
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インフルエンザを予防しましょう

平成24年度インフルエンザ予防接種のお知らせ

インフルエンザは、インフルエンザウイルスに感染することによって起こり、普通のかぜとは違う病気です。

典型的な症状は、突然の高熱、頭痛、関節痛、筋肉痛などで、のどの痛み、咳、鼻水などもみられます。普通の

かぜに比べて全身症状が強いのが特徴です。感染力が強く、気管支炎や肺炎などを合併し、重症化することが多い

のもインフルエンザの特徴です。日頃から予防や感染防止に努めましょう。

・外出時はマスクをして、なるべく人ごみを避けましょう。
・帰宅した時や食事をする前には必ず手洗いとうがいをしましょう。
・室内を適度な温度や湿度に保ちましょう。
・十分な睡眠をとり、栄養に気を配りましょう。
・咳エチケットを守りましょう。（ハンカチなどで鼻や口を押さえ、飛沫させないようにする）

泉崎村では、65歳以上の方のインフルエンザワクチン接種と１歳から中学生までのお子さんの接種に伴う費
用助成を下記により行ないます。
接種の際は県内の医療機関へ必ず電話または窓口で予約してから受けてください。

記
１．接種実施期間 平成24年10月15日（月）～平成24年12月15日（土）

２．対象者及び料金等
１）65歳以上の方（接種日に65歳になっていること）
＊60歳以上65歳未満の方で心臓、腎臓又は呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限さ
れる程度の障害を有する方も含む。
・自己負担　　　１,０００円
＊生活保護世帯の方は無料です。泉崎村保健福祉課で発行する証明書が必要となりますので、接種前
に、印鑑を持参し、必ず保健福祉課（保健福祉総合センター）に来て手続きして下さい。
・持参するもの　健康保険証又は後期高齢者医療受給者証

60歳～65歳未満で対象となる方は身体障害者手帳も持参して下さい。

２）１歳から中学生までの方
上記の接種期間に接種した方で、１回目の接種のみ、医療機関で支払い後、払い戻す方法で料金
を助成します。
接種後、①領収書　②母子手帳（接種記録が確認できるもの） ③通帳（振込用） ④印鑑を持参

し、平成25年１月31日までに保健福祉課（保健福祉総合センター）に来て手続きして下さい。それ
以降は受け付けませんのでご注意下さい。
助成する料金は、自己負担１,０００円の差額の金額を払い戻します。

＜先月配付しましたチラシ「平成24年度インフルエンザ予防接種のお知らせ」の２）１歳から中学生までの方
の手続き期間が、平成24年１月31日までになっておりましたが、平成25年１月31日までの誤りでした。お詫び
して訂正いたします。＞



『泉崎南東北公開講座』を下記の通り開催いたします。
総合南東北病院　副院長　脳神経外科　後藤博美先生による『頭痛のお話』と泉崎南東北診療所　所長　整
形外科　小林利男先生による『整形外科のお話』の２講演を予定しております。地域の皆さまの健康の維持向
上に努められるよう、お役に立てていただけるように情報を発信してまいりますのでどうぞ宜しくお願いしま
す。
◆日　時：平成24年11月17日（土）開場 13:30～　　開演 14:00～15:30
◆会　場：保健福祉総合センター　集団検診室
◆演題１：「頭痛のお話」

講師　総合南東北病院　副院長
脳神経外科　後藤　博美先生　

◆演題２：「骨粗しょう症のお話 」
講師　泉崎南東北診療所　所長

整形外科　小林　利男先生　

泉崎南東北診療所　外来担当予定表　平成24年11月
※当診療所は日曜・祝祭日・年末年始（12/31～1/3）ならびに17:00以降の夜間の
診療は行っておりませんので、ご注意ください。なお、日曜・祝祭日・年末年
始の休日の当番医は0248-23-9909（しらかわ情報センター）で確認いただけます。

※皮膚科と禁煙外来の診療は、毎週月曜日予約制診療となります。
※二種混合、麻疹、風疹などの予防接種は随時実施しております。
※診療に関してのお問い合わせ　蕁５３－２４１５（鈴木・澤田まで）

今回は頭痛と、整形外科の講義です。頭痛は、痛み方や場所によって、様々な疾患が考えられます。骨も様々な場
所で症状がでます。それらは身近すぎるために、家庭での一時的な処置で、症状が治まることがあります。
しかし、頭痛や骨の痛みの原因を知らずにいると、後に大きな疾患が見つかる事もあります。
症状の原因・病気について、詳しく先生方に講義をして頂きます。皆さんの健康管理の一環としまして、

是非ご参加ください。

・月曜日の眼科診療は陳先生が診察しますので、目の病気についてお困りのことがありましたら眼科をご利用ください。
・木曜日は整形外科の専門である小林先生が診察しますので、腰痛や膝痛などでお困りの方はご来院ください。

月 火 水 木 金 土 日

午　前

北　原
内科・形成外科・
皮膚・禁煙

原　田
内科・外科

小鹿山
内科・外科

工　藤
小児科・内科

総合南東北病院医師
内科・外科

総合南東北病院
心臓血管外科医師
午前診療のみ

休
　
　
　
診

菅　野
内科・胃腸内科
［胃カメラ］12日、26日

小　林
整形外科・内科

胃腸内科医師

陳
眼科

午　後

北　原
内科・形成外科・
皮膚・禁煙

原　田
内科・外科

小鹿山
内科・外科

工　藤
小児科・内科

総合南東北病院医師
内科・外科

小鹿山
内科・外科

入場無料

小　林
整形外科・内科

泉 崎 南 東 北 だ よ り
～泉崎南東北公開講座のお知らせ～
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整形外科の診察をしております。
膝・腰・肩などの関節の痛み、しび
れなどの症状がございましたらご相
談ください。

毎週木曜日　小林利男先生
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「まごわやさしい料理コンクール　ＰＡＲＴⅣ」
まごわやさしい食材を食べて免疫を高めよう！

＊ま（豆類）＊ご（ゴマ類）＊わ（海藻類）＊や（野菜類）＊さ（魚類）＊し（きのこ類）＊い（いも類）

９月30日（日）、保健福祉総合センターにおいて、審査員長に県南保健福祉
事務所主任栄養技師の野内容子様をはじめ、村長、教育長、白河農協泉崎
支所長、商工会長、保健福祉課長をお迎えし、「まごわやさしい料理コンク
ールPARTⅣ」の二次審査会を行いました。審査員長の野内先生からは、
「コンクールをきっかけに苦手な食品を克服し、また生活習慣病を予防して、
良好な食生活へ導く素晴らしい取り組みと感心しています。
今後も子ども達と健康的で楽しい食育を継続してほしいと思います。」と

のお言葉をいただきました。受賞者の皆さん、おめでとうございました。
会長　関口真理子

＜入賞作品＞
賞 応募作品名 出　　品　　者

最優秀賞 オールスターハヤシライス 古澤愛華さん、古澤トミエさん

村長賞 おにぎりといも巾着のめかぶあんかけ 梅宮祥子さん

教育長賞 とくせいとうふ入り平たこやき＆さっ
ぱり夏サラダ 高久和矢さん、高久友子さん

食生活改善推進員会長賞 具だくさん卵 真船遼平さん

白河農業協同組合泉崎支所長賞 夏をのりきるうなちらし 倉持錬汰さん、倉持栄希さん、
倉持里江さん

泉崎村商工会長賞 具だくさんの油あげ煮 有賀三幸さん、有賀琢弥さん

まごわやさしいで賞 まごわやさしい豆コロッケ 鈴木幸枝さん、鈴木梨沙さん

佳　作 七色ビビンバ 田崎雅仁さん、円谷圭汰さん、
星稚子さん

佳　作 かにかまピザ 野中龍馬さん、飛知和洸瑠さん、
伊藤成さん

佳　作 おからコロッケ２種 早坂澄枝さん、早坂愛梨さん、
澤田春香さん

佳　作 おなかに優しい夏ギョウザ 伊藤幸恵さん、小椋涼介さん、
小椋駿介さん
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９月の人気の本　ベスト５ 調査対象期間：2012.9.1～9.30

一　般　書 児　　童　　書 え　　ほ　　ん

1．
峠　慶次郎縁側日記　　　　　　　

北原　亞以子著／新潮社
おれがあいつであいつがおれで　　

山中　恒著／角川書店
かばんうりのガラゴ　　　　　　　

島田　ゆか著／文渓堂

2．
華の下にて　　　　　　　　　　　

内田　康夫著／幻冬舎
金の本　時をこえた怪談　　　　　

緑川　聖司著／ポプラ社
どうぞのいす　
香山　美子著／ひさかたチャイルド

3．
下山の思想　　　　　　　　　　　

五木　寛之著／幻冬舎
ダレン・シャン２　若きバンパイア

ダレン・シャン著／小学館
ちか100かいだてのいえ　　　　　　

岩井　俊雄著／偕成社

4．
仮面ライダー大全　平成編　
AD2000‐2011キャラクター大全／講談社

ルルとララのきらきらゼリー　　　
あんびる　やすこ著／岩崎書店

いぬのおしりのだいじけん
ピーター・ベントリー著／ほるぷ出版

5．
鬼談百景　　　　　　　　
小野不由美著／メディアファクトリー

メリダとおそろしの森　
アイリーン・トリンブル著／偕成社

トイレたんけんたい　　　　
おだしんいちろう著／フレーベル館

★図書館利用者のお・す・す・め
図書館では、日頃ご利用いただいてる利用者の方々から、皆さんに読んで欲しい本
を教えていただいています。絵本・児童書・一般書とそれぞれおすすめポイントが記
入してありますので、選書の参考にしてみてはいかがですか？皆さんもおすすめした
い本がありましたら、ぜひ教えてください。

＜ぼく・わたしのおすすめ本（えほん）紹介＞
『おすわりくまちゃん　シャーリー・パレントー著　　岩崎書店』

「４つしかない、イスに５人のくまちゃんが座ろうとしてイスをくっつけて、
みんなでなかよくイスに座れたお話です。とても心があたたまりました。

ペンネーム　はるさん」より　
図書館サポーターひとこと

今
回
は
泉
崎
図
書
館
サ
ポ

ー
タ
ー
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。こ

の
グ
ル
ー
プ
は
２
０
１

０
年
10
月
（
開
館
式
の
約
２

か
月
前
）
に
泉
崎
図
書
館
を

応
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

主
な
活
動
は
、
本
の
整
理
、

整
頓
や
週
末
の
受
付
、
貸
出

用
ブ
ッ
ク
バ
ッ
ク
の
作
成
、

お
は
な
し
会
、
イ
ベ
ン
ト
の

お
手
伝
い
、
さ
ら
に
研
修
や

講
演
会
へ
の
参
加
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

泉
崎
図
書
館
が
こ
れ
か
ら

も
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
お
手
伝

い
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思

い
、
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
図
書
館
に
は
読
み
も

の
だ
け
で
は
な
く
、
趣
味
の

本
も
揃
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
来
館
く
だ
さ

い
。
み
な
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
鳥
井

TEL&FAX  52 -3044
〒96１-０１０２ 中島村大字滑津字背戸原西1-47

白河装美　白河装美　ハウスクリーニング

お客様の喜び
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村
内
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

全
体
交
流
会
ど
な
た
で
も
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
！
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

11
月
27
日
貂

13
時
30
分
〜

◇
場
所

村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
内
容

「
音
楽
療
法
・
歌
っ
て
踊

っ
て
元
気
よ
く
」

◇
講
師

音
楽
療
法
士
　

近
藤
美
智
子
氏

◇
テ
ー
マ
劇
　
「
ヤ
ス
オ
じ
い
ち
ゃ

ん
の
困
り
ご
と
」
劇
団
あ
ん
サ
ポ

（
県
社
会
福
祉
協
議
会
）

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
心
配

な
こ
と
が
あ
っ
て
困
っ
て
い
る
方
の

た
め
に
、
心
配
ご
と
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、

行
政
相
談
会
も
併
せ
て
開
催
さ
れ
ま

す
。

◇
日
時

11
月
10
日
貍

10
時
〜
12
時
ま
で

◇
会
場

村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
相
談
員

民
生
委
員
　
瀧
　
　
昇

佐
藤
利
治

行
政
相
談
員
小
林
敏
明

◇
問
い
合
わ
せ

村
社
会
福
祉
協
議

会
蕁
５
４
―
１
５
５
５

県
内
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
参

加
費
は
無
料
で
す
。

◇
日
時

11
月
28
日
貉
13
時
30
分
〜
　
　

◇
内
容

《
13：

30
〜
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
演
「
当
事
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

〜
ひ
き
こ
も
り
か
ら
歩
み
始
め
た
今

の
自
分
〜
」

《
15：

30
〜
》

家
族
交
流
会
（
希
望
者
の
み
参
加
）

◇
講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ビ
ー
ン
ズ
ふ

く
し
ま
理
事
長
　
若
月
ち
よ
氏

ひ
き
こ
も
り
を
経
験
し
た
当
事
者

◇
会
場

県
南
保
健
福
祉
事
務
所

（
住
所：

白
河
市
郭
内
１
２
７
）

◇
問
い
合
わ
せ

県
南
保
健
所
保
健
福
祉
障
が
い
者

支
援
チ
ー
ム

蕁
２
２
―
５
６
４
９

無
料
の
調
停
相
談
会
で
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
事
前
予

約
は
不
要
で
す
。

◇
日
時

11
月
16
日
貊

10
時
〜
17
時
ま
で

◇
場
所

白
河
市
中
央
公
民
館

◇
内
容

離
婚
・
相
続
・
土
地
建
物

・
金
銭
等
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど

◇
問
い
合
わ
せ

白
河
調
停
協
会

蕁
２
２
―
５
５
５
５

不
妊
治
療
を
受
け
る
か
迷
っ
て
い

る
夫
婦
や
、
治
療
を
受
け
て
い
る
方

々
を
対
象
に
講
演
会
・
個
別
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
す
る
に
は
、

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◇
日
時

11
月
20
日
貂

14
時
〜
15
時
30
分
ま
で

◇
場
所

県
南
保
健
福
祉
事
務
所

◇
講
演
会
『
不
妊
の
検
査
・
治
療
・

不
妊
と
向
き
合
う
に
あ
た
っ
て
』

◇
講
師

県
立
医
科
大
学
附
属
病
院

産
科
・
婦
人
科
不
妊
症
看
護
の
認
定

看
護
師
　
尾
形
優
子
氏

◇
相
談
会
『
１
人
15
分
程
度
』

福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
借
金
に

関
す
る
ご
相
談
を
受
付
て
い
ま
す
。

返
済
し
き
れ
な
い
借
金
で
お
困
り
の

方
は
是
非
ご
相
談
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

◇
窓
口

福
島
財
務
事
務
所

◇
受
付

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

◇
電
話

０
２
４
―
５
３
３
―
０
０
６
４

０
２
４
―
５
３
５
―
０
３
０
３

国
・
他
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

15
歳
か
ら
17
歳
未
満
の
男
子
が
対

象
の
採
用
試
験
で
す
。
入
校
と
同
時

に
、
特
別
職
国
家
公
務
員
に
な
り
、

通
信
制
の
高
等
学
校
教
育
を
受
け
な

が
ら
、
将
来
、
自
衛
隊
の
技
術
陸
曹

を
養
成
す
る
制
度
で
す
。

﹇
一
般
採
用
試
験
﹈

◇
受
付
期
間

平
成
24
年
11
月
１
日

貅
〜
平
成
25
年
１
月
７
日
豺
ま
で

◇
１
次
試
験
日
時

平
成
25
年
１
月
19
日
貍

◇
会
場

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ

人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

◇
試
験
科
目

国
・
社
・
数
・
理
・

英
・
作
文
※
２
次
試
験
は
口
述
試
験

・
身
体
検
査

◇
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
　

白
河
地
域
事
務
所

蕁
２
４
―
０
３
７
２

労
災
保
険
の
加
入
手
続
き
は
お
済

み
で
す
か
？
11
月
は
「
労
働
保
険
適

用
促
進
強
化
月
間
」
で
す
。
社
員
、

従
業
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
の
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い

る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
【
労
災
保

険
・
雇
用
保
険
】
に
加
入
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
福
島
労
働

局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室
（
蕁
０

２
４
―
５
３
６
―
４
６
０
７
）
又
は

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
、
公
共

職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
へ

お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

秋
の
調
停
相
談
会
の
開
催

出
前
元
気
は
つ
ら
つ
教
室

不
妊
治
療
ミ
ニ
講
演
会
及
び

個
別
相
談
会

今
月
は
労
災
強
化
月
間
で
す

心
配
ご
と
相
談
及
び
行
政

相
談
所
の
開
設

講
演
会
『
思
春
期
青
年
期
の

心
に
寄
り
添
う
た
め
に
』
開
催

陸
上
自
衛
隊
・
高
等
工
科
学

校
生
徒
募
集

多
重
債
務
に
関
す
る

相
談
受
付
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みんなの広場
みなさんが日ごろ考えている、さまざまなご意
見や、要望、日常生活での出来事などをお寄せ
ください。写真やイラスト、絵画などの作品も
募集しています。ただし、中傷や営利目的のも
のはご遠慮ください。また、紙面の関係で掲載
できないこともあります。匿名希望、ペンネー
ムでも結構ですが、必ず住所、氏名、電話番号
をお知らせください。

泉
崎
俳
句
会

腰
お
ろ
す
石
の
ぬ
く
み
や
金
木
犀
　
　
　
　
く
　
に

今
終
へ
し
刈
田
の
匂
ふ
山
の
家
　
　
　
　
　
　
々

秋
草
の
玲
瓏
と
し
て
乱
れ
合
ふ
　
　
　
　
　
潤
　
子

出
奔
の
つ
ひ
に
か
な
は
ず
萩
は
実
に
　
　
　
　
々

田
に
コ
ン
バ
イ
ン
の
瓜
ふ
て
ぶ
て
し
　
　
圭
　
子

大
根
を
育
む
土
の
一
途
な
る
　
　
　
　
　
　
　
々

山
の
家
揺
り
椅
子
揺
れ
ず
秋
真
昼
　
　
　
　
慶
　
奈

振
り
向
ひ
て
そ
し
て
ひ
と
り
の
秋
の
道
　
　
　
々

青
々
と
　
田
続
く
母
の
里
　
　
　
　
　
　
　
和
　
子
　

こ
の
道
を
行
け
と
言
は
れ
て
秋
の
旅
　
　
　
　
々

二
人
居
て
ふ
た
つ
の
ル
ー
ペ
秋
灯
し
　
　
　
ま
つ
え

鶏
頭
の
朱
に
去
り
難
し
母
の
家
　
　
　
　
　
　
々

段
丘
の
刈
田
の
匂
ふ
森
の
道
　
　
　
　
　
　
光
　
郎

帰
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
時
刻
や
夕
芒
　
　
　
　
　
直
　
子

鑑
賞
句
　

古
文
書
を
貼
り
た
る
襖
秋
日
濃
し
　
　
　
柳
田
禮
子

全
体
を
貼
り
替
る
程
で
は
な
い
襖
や
障
子
の
破
れ
に
掲
句
の
よ
う
に
古

文
書
や
花
形
に
切
っ
た
紙
等
を
貼
っ
て
冬
に
備
え
た
も
の
で
し
た
。
秋

の
日
差
し
が
明
る
く
貼
り
終
え
た
襖
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
あ

ま
り
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

（
五
十
嵐
直
子
）

〒969-0101 泉崎村大字泉崎字新宿2

泉 崎 村 役 場 総 務 課
ＴＥＬ0248-53-2111 ＦＡＸ0248-53-2958

ホームページアドレス
http://www.vill.izumizaki.fukushima.jp/
E-mail  soumu@vill.izumizaki.fukushima.jp
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朝
夕
は
一
層
冷
え
込
む
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
こ

ん
に
ち
は
。
泉
崎
に
生
ま
れ
育

ち
早
い
も
の
で
20
年
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

私
は
白
河
高
校
を
卒
業
し
、

超
難
関
国
立
大
学
に
進
学
、
毎

日
一
生
懸
命
勉
強
に
励
ん
で
い

ま
す
。
と
言
う
の
は
冗
談
で
す
。

大
学
受
験
に
失
敗
し
、
現
在
は

郡
山
の
専
門
学
校
に
通
っ
て
い

ま
す
。

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
、
サ
ッ
カ

ー
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
聞
い
て

何
を
思
わ
れ
ま
す
か
。
私
は
サ

ッ
カ
ー
を
十
年
間
続
け
て
き
て
、

特
に
高
校
時
代
は
本
気
で
サ
ッ

カ
ー
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
私
は
サ
ッ

カ
ー
を
と
お
し
て
元
気
な
挨
拶
、

努
力
す
る
こ
と
、
諦
め
な
い
精

神
、
仲
間
を
思
い
や
る
心
…
な

ど
沢
山
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

特
に
サ
ッ
カ
ー
部
で
最
高
の

仲
間
と
過
ご
し
た
３
年
間
は

自
分
に
と
っ
て
と
て
も
大
切

な
宝
物
で
す
。

そ
し
て
次
は
今
の
子
ど
も

達
に
サ
ッ
カ
ー
を
と
お
し
て

私
が
学
ん
だ
こ
と
を
伝
え
広

げ
た
い
と
思
い
、
近
所
の
子

ど
も
達
と
遊
ん
だ
り
、
中
学

校
の
部
活
動
に
加
わ
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
や

ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
多
く

の
皆
さ
ん
が
何
か
を
感
じ
て

い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

最
後
に
、
皆
さ
ん
寒
く
な
っ

て
き
ま
し
た
の
で
お
体
に
は

十
分
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
ど
こ
か

で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

次
は
井
戸
沼
明
子
さ
ん
へ

バ
ト
ン
タ
ッ
チ 小松歩太さん

（谷地久保）

第８回ルネサンス棚倉杯ソフトボール大会の優勝
報告に村長室を訪れた第一スポーツ少年団

泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
蕁0248－53－4211

日帰り入浴　100円割引券
有効期限：Ｈ24.12.31

●１枚につき１名１回限り有効、来館時に提出してくだ
さい。
●年間利用券・回数券・他、割引サービスとの併用はで
きません。
●本券は現金との引き替えはできません。

Coupon 11泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
蕁0248－53－4211

日帰り入浴　100円割引券
有効期限：Ｈ24.12.31

●１枚につき１名１回限り有効、来館時に提出してくだ
さい。
●年間利用券・回数券・他、割引サービスとの併用はで
きません。
●本券は現金との引き替えはできません。

Coupon 11 泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
蕁0248－53－4211

日帰り入浴　100円割引券
有効期限：Ｈ24.12.31

●１枚につき１名１回限り有効、来館時に提出してくだ
さい。
●年間利用券・回数券・他、割引サービスとの併用はで
きません。
●本券は現金との引き替えはできません。

Coupon 11

※
泉
崎
村
役
場
窓
口
に
届
出
の
あ

っ
た
方
、
か
つ
泉
崎
村
に
住
所

の
あ
る
方
で
、
広
報
掲
載
の
承

諾
を
得
た
方
で
す
。

編
集
後
記

10
月
末
に
福
島
大
学
が
発
表
し

た
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、「
福

島
に
誇
れ
る
も
の
が
あ
る
か
」
の

問
い
に
、
震
災
以
前
は
「
誇
れ
る

も
の
が
あ
る
」
に
79
・
６
％
の
人

が
回
答
し
て
い
た
の
に
対
し
、
震

災
後
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
、「
誇

れ
る
も
の
は
あ
る
が
、
震
災
前
ほ

ど
感
じ
な
い
。
」
が
31
・
９
％
、

次
い
で「
震
災
後
に
無
く
な
っ
た
」

が
21
・
３
％
と
い
う
残
念
な
結
果

で
あ
り
ま
し
た
。

同
じ
よ
う
に
私
も
今
か
ら
14
年

前
、
「
誇
り
」
を
失
い
か
け
た
時

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
そ
の
当

時
、
村
が
68
億
円
の
負
債
を
抱
え
、

財
政
再
建
に
転
落
し
た
時
で
す
。

し
か
し
、
村
は
一
丸
と
な
っ
て
再

建
に
取
り
組
み
、
今
月
紙
面
の
決

算
公
開
（
Ｐ
９
）
に
も
あ
る
よ
う

に
23
年
度
末
時
点
で
そ
の
約
９
割

を
返
済
す
る
ま
で
に
至
り
ま
し
た
。

福
島
の
復
興
と
財
政
再
建
は
、

比
ぶ
べ
く
も
な
い
問
題
で
す
。
し

か
し
、
同
じ
よ
う
に
長
い
年
月
が

経
過
し
た
頃
、
今
の
子
ど
も
達
も

大
人
に
な
り
、
郷
土
福
島
を
立
派

に
盛
り
立
て
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

い
ず
み
次
郎

休 日 救 急 当 番 医 表

＊休日当番医を受ける場合は、「しらかわ救急情報センター」にお問い合わせください。
しらかわ救急情報センター　蕁2 3 － 9 9 0 9

小　児　科 内　科・外　科 歯　　　　科診療日

関 　 医 　 院11月３日貍 円 谷 歯 科 医 院き く ち 診 療 所

樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク４日豸 内 藤 歯 科 医 院き た む ら 整 形 外 科

み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク11日豸 永 山 歯 科 医 院ク リ ニ ッ ク お お ま ち

わたなべ子どもクリニック18日豸 ク リ ニ ッ ク お お ま ち小 針 医 院

お か ざ き ク リ ニ ッ ク23日貊 芳 賀 医 院 歯 科 室さかの整形外科クリニック
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岡 崎 小 児 科 内 科 医 院25日豸 早 坂 歯 科 医 院鈴 木 ホ ー ム ク リ ニ ッ ク

岡 崎 小 児 科 内 科 医 院30日豸 三 森 歯 科 医 院ニ ュ ー ロ ク リ ニ ッ ク

関 　 医 　 院12月２日豸 は や し 歯 科 医 院佐藤循環器科内科クリニック

樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク９日豸 古 市 歯 科 ク リ ニ ッ クつかはら内科クリニック

み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク16日豸 ほ ず み 歯 科 医 院す ず き 内 科 ク リ ニ ッ ク

わたなべ子どもクリニック23日豸 ま る や ま 歯 科 医 院千 葉 医 院

お か ざ き ク リ ニ ッ ク24月豺 水 野 谷 歯 科 医 院南湖こころのクリニック

白 河 厚 生 総 合 病 院31月豺 本 柳 歯 科 医 院田 　 口 　 病 　 院

お
め
で
た

お
子
さ
ま
の
名
前
・
父
　
母
　
名

小
針
　
彩あ

や

花か

ち
ゃ
ん

健
志
さ
ん
　
美
代
子
さ
ん

中
畑
は
づ
き
ち
ゃ
ん

隆
文
さ
ん
　
明
美
さ
ん

室
井
　
英ひ
で

人と

く
ん

久
人
さ
ん
　
久
美
子
さ
ん

緑
河
　
光ら
い

音と

く
ん

正
顕
さ
ん
　
由
美
さ
ん

お
く
や
み

田
　
　
吉
春
さ
ん
　
83
歳

地
　
清
一
さ
ん
　
92
歳

三
本
木
サ
ト
さ
ん
　
85
歳

石
井
　
　
勝
さ
ん
　
70
歳

武
田
　
サ
ク
さ
ん
　
85
歳

11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

『
気
づ
く
の
は

あ
な
た
と
地
域
の

心
の
目
』

児
童
虐
待
問
題
に
関
心
を
持
ち

こ
れ
を
未
然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う
。



：農村環境改善センター　　：保健福祉総合センター　　：図書館　　：保育所　　：幼稚園　　：児童館　　：中央公民館　　：さつき公園

：小学校　　：第一小学校　　：第二小学校　　：中学校　　：トレーニングセンター　　：泉崎南東北診療所　　：弓道場　　：ソフト球場

保

広報

いずみざき 30

広
報

い
ず
み
ざ
き

No.543

発
行
・
編
集
　
泉
崎
村
総
務
課

〒
969 -0101

福
島
県
西
白
河
郡
泉
崎
村
大
字
泉
崎
字
新
宿
2

平
成
24年

11月
１
日
発
行（
毎
月
1日
発
行
）

TEL 0248 -53 -2111
FA
X
 0248 -53 -2958

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
http://w

w
w
.vill.izum

izaki.fukushim
a.jp/

人　口　　 人　口　　 合　計　 世帯数
（９月１日現在）男 3,234人　　女 3,422人　　6,656人　　　2,012戸
（10月１日現在）男 3,236人　　女 3,416人　　6,652人　　　2,013戸

農

一小 二 中

図

ト

育 幼

診

児

弓 ソ

公 さ

30
（金）

介護保険料第５期納期限
国民健康保険税第５期納期限
固定資産税第３期納期限
農業集落排水使用料第４期納入
期限
村営住宅使用料11月分納期限
後期高齢者医療保険料第４期納
期限
燃えるごみの日

29
（木）

休肝日

休日窓口開庁日（役場・社協）

休日窓口開庁日（役場・社協）
第24回ふくしま駅伝大会

19
（月）

１
（木）

自由参観日
環境安全点検日

２
（金）

自由参観日
燃えるごみの日

休日窓口開庁日（役場・社協）
第15回いずみざきむら音楽祭

休日窓口開庁日（役場・社協）
第10回協会長杯ソフトボール

大会

５
（月）

クック＆クッキング

6
（火）

燃えるごみの日

7
（水）

三者面談
防犯パトロール
資源ごみの日・粗大ごみの戸別
収集日

20
（火）

なかよしクラブ
燃えるごみの日

21
（水）

防犯パトロール
資源ごみの日

５
（水）

防犯パトロール
資源ごみの日・粗大ごみの戸別
収集日

６
（木）

７
（金）

燃えるごみの日・燃えないごみ
の日

クリスマス子ども会
休日窓口開庁日（役場・社協）
休肝日

休日窓口開庁日（役場・社協）
心配ごと・行政相談所開設

4
（火）

なかよしクラブ（自由参加）
特設人権相談所開設
燃えるごみの日

8
（木）

なかよしクラブ（自由参加日）
第38回村民文化祭表彰式

９
（金）

休肝日
燃えるごみの日・燃えないごみ
の日

22
（木）

休日窓口開庁日（役場・社協）
学習発表会

行政相談・心配ごと相談所開
設
消防団防御訓練

3
（月）

16
（金）

成人学級
燃えるごみの日

土曜登録児受入
休日窓口開庁日（役場・社協）
泉崎南東北公開講座

15
（木）

第７回カントリーヴィレッジ杯
ＧＧ大会

休日窓口開庁日（役場・社協）

泉崎村文化祭囲碁大会
休日窓口開庁日（役場・社協）

10
（月）

クリスマスコンサート会

休日窓口開庁日（役場・社協）
泉崎村芸能発表会

12
（月）

早朝受入

絵画教室
休日窓口開庁日（役場・社協）

28
（水）

交通安全パトロール
資源ごみの日

休日窓口開庁日（役場・社協）

14
（水）

交通安全パトロール
資源ごみの日

26
（月）

13
（火）

歯科クリニック（フッ素塗布）
燃えるごみの日

27
（火）

出前元気はつらつ教室全体交
流会
燃えるごみの日
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